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序

文化財の顕揚と活用をはかり， 県民に広く知らしめるため， 毎年刊行している文化財調査報告出の昭

和34年度版第8集は， 天然記念物入水の鐘乳洞と， 埋蔵文化財調査報告を併せて集録することにした。

入水の鍮乳惟］はこ＇承知のとおり， 田村郡大滝根山にある鐘乳作］で， 昭和2年発見されて以来学界・県

民に知られているものであるが， 近時新しい第2澗が発見された。 これについては文化財専門委且三本

杉巳代次（福大教授理学博士）に調杏を依頼していたが｀ 今同その結果がまとまったので， 先人未踏の

断資料として本編の主論文とするものである。

次の埋蔵文化財報告書は， 主として当事務局職員梅宮茂が中心となり発掘潤査を行なったi堂跡のう

ち， 白山住居跡（縄文式）上卦尻遠跡（弥生式）金冠塚古墳， 横山古墳群 御代田古墳（古墳時代）谷

よび郡山市麓山窯跡（奈良・平安時代）の6編を集録したもので， 士中に秘む埋蔵文化財の価値を明ら

かにして， 本県の古代史に新しい一頁を加えたものである。

当調査報告書は， 予葬措樅や編梨の上からみて十分なものとはいいないかもしれないが， わが国の学

術， 文化の発展にその幾分の一でも寄与できれば， 本掛を企画したものとして大きな喜びとするもので

ある。

昭和 3 5 年 3 月

福島県教育委員会教育長 佐 藤 光
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例 言

1. この福島県文化財澗査報告害は， 前後2編にわけて編集した。

2. 前編は福島大学教授．已本杉巳代次理学固士の報告にかかる天然記念物入水鐘乳洞の報告告

である。

3. 後編は埋蔵文化財凋査報告菩として， 次のものを収録したるのである。

飯野白山住居跡 （梅 ●呂‘ -• 茂）

会津上野尻選跡 （鈴 木 啓 梅 宮 茂）

勿来市金冠塚古墳 （成 田 克 悛 梅 宮 茂）

平市横山古墳群 （渡 辺 雄）

御代田古墳 （佐 藤 雄 寿）

郡山市麓山窯跡 （梅 宮 茂）

4. 当報告書刊行に際して執筆された各位お よび写真製図を担当された方々にも厚くおネしの言

葉を申しのべる。
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天然記念物入水鍾乳洞

三本杉 巳代次
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カルスト地形 石灰岩は風化作用のために石灰岩の一部が突出し， また一部には吸込穴等が生じ，特殊なカルト地形を形成する。

；龍根町菅谷地内入水柱求し洞実測図

＂ 
平面図

23 

し鴫® 3 5,22 

口
入:兌- □:JO 三＼

16 19 

＼ 祈面図

凡例

〇洞内恥五

／毒かの恣
ぇ鞍料后
3 A·モリ岩
4 ;;f仰池
s 中滝
6脚tf逢

/3月官双
パ：亀 石

／¢五重9ふ
"‘ ず 1レプ゜ス彦
” 寸免が同
バ ラカン滋

◎茄虹撃
□洞磁紐知噂，， 舷釦逢 ” アラ¥石

20 牲言級
え／ 多谷”

／影l石四J方向濃泣3 1姜磐望
7 死放生o Pot.Holl 

｛大 1.9 れ

小I m 
” ヒナ珪 ク音楽堂

” ツ19/I.a岩 バ青と言）1
／2 王冦洞

Bl ”゜
5�0 

550 

叩

530 



石
灰
岩
の
裂
縛
に
沿
う
て
、

石
柱
状
に
両
沈
澱
が
生
じ
て
い
る
。

＼
 

§̀
\
 

櫛
状
の
鍾
乳
石
が
形
成
さ
れ
る
。

石
灰
岩
の
岩
石
の
構
造
の
差
に
よ
っ
て
、

侵
蝕
さ
れ 、

又
そ
の
上
に
再
沈
積
し
て
、



鍾 乳 石， 石 筍 と 石 柱
CaC(）3を含む7知容液は， 初めに鍾乳石が生じ， その直下に石筍が生れ， それらが相接して石柱が形成される。



単結晶の鍾乳石 鍾 乳 石 鍾 乳 石

鍾 乳 石 鍾 乳 石 鍾 乳 石の断面
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石 筍 先端が曲った鍾乳石 鍾 乳 石



鍾 乳 石 鍾乳石の変種 鍾 乳 石

特殊な鍾乳 石 鍾 乳 石 鍾 乳 石

鍾乳石の変種 鍾乳石の変種 鍾乳石の変種
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石灰岩の裂諄の壁に沿うて， 鍾乳石が形成される状態を知ることができる。



福島県岩代国入水石灰洞について
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緒 言

石灰岩体の中における石灰惟］は普通に見られる現象ではあるるがその規模や洞内の景観が非常によく
残 っ ていものは比較的少ない。 入水鏑乳洞ぱその規模においては， 山口県の秋吉秋芳涸， 濶知県の滝河
洞大分県の風蓮翻こは及ばないが， 小規模ながら作］内において， 銃乳石， 石柱， 石筍等多穐多様保存
されており， これら成生の機巧等を推定するに興味ある資料となるものが存在する。本石灰惟］は， 昭和
9年に文部省天然記念物として指定せられて以来 一般人の来訪者も次第に多くなった。しかしてこれら
の天然に形成せられた現象がいかに長年月を要したものであるかを考え，その貴菫なる文化賀料に対し ，

これを保護する必要のあることを紹滋していただきたいと、思、い， ここに主として鐘乳測について地質学
的な観察と考察を試みた。 この調査は昭和34年 8 月 3 日より 5 1:1 まで現地の調査を行った外， 更にこれ
まで調森によって明かにされた資料を参考としてこれに加えてまとめたものである。 この調査に参加し
た福島大学学芸学部学生， 渡辺専ー， 佐藤正利， 伊藤雄， 付属中学校教諭小林四郎氏等の御協力に対し
深甚なる謝意を表する。 また磐城セメソトKK四倉工場運転課採鉱係長二宮晋輔氏よりは貸祖なる鐘乳
石の姿料の貸与（一部寄贈）を受けた同氏の御好意に対し惑謝する次第である。また案内の労をとられ
た滝根町教育委員会各位および鈴木菊意氏に対しても厚く御礼を述べたい。 また本調査の栽用の 一部は
福島県教育委員会より支給せられたものであることを明記して謝意を表したい。

入水鍾乳涸発見の歴史

この鍾乳洞は福島県田村郡滝恨町大宇菅谷仙台平にあり， 磐越東線 ， 菅谷駅下車， これより徒歩にて
約2 ％姦にして現地に逹することが出来る。

この鍾乳伽れま第1測と第2洞とがあり前者は昭和2年2月25日に鈴木菊意， 茄生明， 佐藤晋男によっ
て発見された。 また後者は昭4年8月26日， 鈴木菊意， 鈴木広仲， 而生明， 渡辺餐司等によって発見さ
れた。 （第1図参照）

その後昭和9年12月28日文部省より天然記念物として指定されるまでは自由に出入し， 椋本の採取等
を行ったために目に見える地域が破壊され天然の鍾乳石や石筍等ぱ大部失なわれているが， なお 一般の
人逹が行くのに困難な地域には今なお千古の誂 (a puzzle) を秘めた天然の彫刻が無数に見られ造化の
妙にただ燦歎するのみである。

地形及び地質

入水鍾乳洞を形成する岩石（ま石灰岩及びその間に挟在するホルンフエルス等である。しかしてこの石
灰岩は花悩岩類の貫入を受けて結晶．竹石灰岩となり， 化石（まほとんど残存しないが一部に洵百合の茎ら
しきものが見られるので恐らく阿武隈山地の周縁部に残存する他の地域の石灰岩と同様に上部石灰紀～
二盛紀に属するものと見てよかろう。 この石灰岩の成層面ぱ明かでないがところどころに挟在するホル
ソフエルスの片理からみてその走向（ま北20° 土西または渠で北西または西南に60° 内外i頃斜しているよう
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である。これらの資料からその厚さを推定すると750m 内外である。 しかしてこれらの結晶質石灰岩は，
炭酸ガスを含む地表水等の風火， 侵蝕を受け， 特殊なカルスト地形 Karst-topography を形成し， ま
吸込穴 (Doline) 等も多数存在する。 特に北方の駒ケ鼻付近には多数に存在し， 直径10~20盆内外で深
さ数佐の瀬斗状の地形が見ることができる。 (plate-I) 

岩石学的特質

本石灰岩は古生代の末期において阿武隈陸塊の縁辺に浅海相として堆積したものと推定されるが次第
に陸化したために石灰岩相の上位には粘土質の岩石が存在している。 しかしてこれらの堆積岩はその後

（おそらく 古生代の末期から中生代の中頃の間）において， 花禍岩類の 貫入を受けて 接触変成作用
Contact-metamarphi sm を蒙 っ ている。 しかして貫入した岩石は角閃石一黒雲母一花渦閃緑岩 (Hor 

nblende biotite-Grano-diorlte) であるがその構成鉱物は黒雲母 (Biotite) ヂルコソ (Zircon) :f屑石
(sphene) 石英 (Quarty) 曹長石 (albite) 正長石 (Orthoclase) の絹雲母化 (sericitization) を蒙

っているもの及び apatite 等よりな っ ている。 しかしてこれらの岩石が上記の堆積岩の成層面に貫入し
て接触変質を与えている。 そのために石灰岩の大部分は結晶質の石灰岩となり各粒 は方解石ととってい
る。各結晶粒の大きさは 7~8m 程度のものが最も多く， また徴細なるものは0.5m程度のものも認め
られる， 而してこれらの各結晶粒中には， step 状に移動しているものまたわん曲 (Bending) している
ことを暗示するものである。 また粘土質の岩石は次に示すような， ルソフェルス (Horufels) となって
しヽる。

(A） High-Grade type （高度変質型）
0-3-Diopside-Zircon-apatite-biatite-quartz-homfels 

透輝石一ヂルコン一燐灰石一黒雲母一石英ーホールソフェルス
0-11-Diopsidl-horn blende-hemati te-quarrz-hornfels 

透輝石一角閃石一赤鉄鉱一石英ーホルソフェルス
0-12 Diopside-hematite-homfels 

透輝石一角閃石一赤鉄鉱ーホルンフェルス
0-13 Diopside-hornblende-biotite-albite-quartz-hornfels 

透輝石一角閃石一黒雲母一曹長石一石英ーホルンフェルス
0-16 Grossularite-hornblende-biotite-zircon-hematite-fels 

灰饗拓櫂石一角閃石一黒雲一ヂルコンーホルソフェルス
(B) Low grade type 〔低度変質型〕

0-5 Biotite-Muscovite-hematite-quartg-hornfels 

黒雲母ー母雲母一赤鉄鉱一石英ーホルソフェルス
0-6 Hornblende-biotite-quartz-hornfels 

角閃石一黒雲母一石英ーホルシフェルス
0-9 Hornblende-magnetlte-sphene-zircon-hornf els 

角閃石ー黒雲母―f屑石一ヂルコ 、ノーホルンフェルス
0-16 Homblende-Blotite-magnetiTe-aatlte-sphene-Calcite-hornfels 

角閃石一黒雲母一磁鉄鉱一燐灰石ー1屑石一方解石ーホルンフェルス
等を区別することが出来る。

鍾乳洞の規模と形状

この鍾乳洞は種々の屈曲をしているがその方向はやや南北を示している。 この方向はこの石灰岩地層
の走向とやや一致しているものである。 さらに北50

°

~70゜ 西の方向の平行な断層群によって切られて，
これが本石灰洞の構造を複雑化したものと思われる。故にこの鍾乳洞には大なる空洞は少なく， 多くは
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漸 く 人間の通過の可能な 平板状 の 空洵が多い こ と も 以上の よ う な成因的な結果に ほ か な ら な い 。
第一洞の延長は約400 m で あ る 。 さ ら に そ の 奥に第二洞が存在す る の で あ る が今回は そ こ ま で調査す

る こ と は で き なか っ た が 従来の調査に よ る と 約 300 m が確め られ て い る 。 （附図 I ) し か し垂直に はは
相 当 体 く ま で惟］ のCrack 又 は fissue を確め る こ と が出来 入 口 よ り は奥地 ま で の高低差は垂直に30 m 以
上に及び常に20~30 m の高 さ の fissue が存在す る こ と が明 か が あ る 。 而 し し て こ の fissuse の下部は
部分に よ り 異 な る も 一部に は土砂ま たは， 礫を堆積 し て い る と こ ろ も 見 られ る が 多 く は石岩を露出 し て
時に滝 ま 又は pot-hoie （瓶孔） を形成 し つ つ 多量の地下水が流れ て い る 。 ま た地表のLoline （吸乳孔）
と 接続す る 部分は 多量の枯土が堆積 し て い る 。

鍾乳洞内 の水温 と 気温

洞 内 の 水温はll ° C ~ll . 5 C でほ と ん ど 同一があ る が気温は 入 口 に 近いほ ど高 く ， 入 口 に 近い イ モ リ 岩
附近に於 ては 18 . 5° C , 落磐涸附近及音楽涸附近は 14 . 5C であ る 。 こ れ よ り 奥に進むに従 っ て 次第に低
下 し て 12 . 5° C と な り 第一根］ の最 も 奥に行 く と （約500 m ) 水温は 11° C で気温 と 水温 と は ほ と ん ど相違
が な く な る 。

鍾乳石 Stalactite 及石筍 Stalagmite について

石灰洞 内 に二次的結晶作用 に よ っ て形成 さ れ る 水摘j石 dropsuone の主 な る も のは鍾乳石 stalactite と
石筍 stalagmite であ る が こ れを詳細に観察す る と き は上記の何れに も 属 さ な い と も の も 存在す る 。
今 こ れ ら の形状並に その分類に つ い て考察 し てみ た い 。
(AJ 鍾乳石stalactite （類） Group

今回の 入水鍾乳 内に於て見 ら れ る 鍾乳石は 次の如 さ も の があ る 。

( i ) (.l型普通 の型の鍾乳石 Normal type-Stalctite 

こ れは最 も 正常なdrip stone 円筒状でその断面は は 円に近 く ， 且つ 中心には小孔があ り ， そ の 周 囲
に年輪状に発逹 し て帯状構造 Zonol structure を呈す る も の であ る 。 （第六図版3- a b ~8) 
表面は一般に滑 ら か であ る 。 そ し て そ の先端に小孔 を有 し且つ結晶面 (ITOI) が見 ら れ る 。

(ii) s型®単結晶鍾乳石 (monocrytallnie stactite) 

、•.. , .ふ
下部 と 根の密着部 と が同大に し て且つ そ の密着部に は 山 も み皮 Mouunta in leather 質 の も の を結
晶の 中心に 含有 し て 二 る ， こ の場合の成長は極み て順調に成長 し ， 且つ先端 ま で同大であ っ て先端

は同一 の壁開を示 し て い る 。 （第 6 図版 1 )

(iii) r—型のStalactite

二つの鍾乳石が 同時に成長 した も の が， 途 中 に於て結合 し て 一つの 結晶 と し て 成長 し た も の であ る
（第 6 図版 4 )

(iv) 仕型 Stolactite

最初は一つ の Stolactite と し て結晶を初めた も の であ る が， そ の成長 の 途 中 に於て， 多 く の方向
か ら CaCO3 の Solian の供給に よ っ て ， 多数の鍾乳石が籐生 し て い る も の であ る 。 こ の場合は各
結晶面に徴細 な結晶が形成 さ れ て鮫肌状を呈 し ド い る （第 7 図 8 版）

(v) か型

こ れは全 く あ る特定な 一方 向 よ り Solation の供給を受けた場合 も あ る 。
( a )  望遠鏡型一鍾乳石 (Telescope-stoatite)
( b ) 胡桃状一鍾乳石 （Wa lout-Stolactite) 
( C )  節状一鍾乳石 (Comb-structure-Stolactite)
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第 1 図 鍾 乳 石 の 種 類

④ 望 遠 ．鏡

⑲ 胡桃状鍾乳石
石筍 (Sralgamite)

© 第 状 鍾 乳 石

こ れは fissure の 天井よ り 形成 された Staiactire の下端 よ り 滴下 し
て 形成 さ れた も ので， そ の形状は， 次 の よ う であ る 。

(1) (/ー型 a型

(2) 0ー型
（3) r-型
こ れは
の 岩躾上に ーキこ ． ，

‘ 

CaCO3 の
- —ヽ・／

Solutionが飛禄状に 天井 ま たは上方

.· ..., fl型・ ヘ

よ り 落下 し て 側壁 (Wall) に付済 し て 形成 さ れた も の で， 場所に よ っ て 多数に付着 して い る 。 そ の
大 き さ は 2 ~ 5 cm大 の も の で 多数の枝を出 し て珊瑚状 を な し て い る 。
石柱 (Column)
こ れは Stalactite と Stalagmite と が合着 した も の であ っ て ， そ の形状は種 々 あ る 。 而 し て そ の
成生の過程及 び そ の 形態上 よ り 次の様に区別 し て記述す る 。
雫石柱 こ の 場合には二つの部分が接合 した点は最 も 細 く な っ て い る 。
O型石 柱 （第 8 図版 2 )

こ れは上部， す な わち鍾乳石に は 多 く の点に小枝を分岐 し て い る も の があ る 。 こ れは比較的澗た ＜
な Solution に よ っ て 単時間 の 間に形成 さ れた も の で あ ろ う 。
葉 片 状 石 柱
半石柱 Semi-Column
こ れは岩壁に 一部接触 し て 形成 さ れ て い る も の で 次 の 様 な型がみ ら れ る 。
竹節状半石柱 Knobbly shaped semi column. 
環 状 半 石 柱 Ring-shcped semi column . 
三 日 月 型皿石 Csescent moon-dish . 
こ れは 半円型又は緩凸斜面に CaC03 の Solution が流れた場合に形成 さ れた も の で 一つ の 石灰沈
澱物 Calcareous sintes であ る 。 三 日 月 形 の浅い dish 又は pocket が形成 さ れ る も の であ る 。 そ
の 大 き さ は 10~20cm の長さ と ， 深 さ 10cm 内外の も の であ る 。 こ れは CaC03 を溶か し た 地下水 が
Crack の表面的に流動 し た も の であ ろ う が特に 多品且つ速い流速を持 っ た部分に於 て流れが 同転運
動を起 した為に こ の よ う な三 13 月 形の皿状の沈殿物が形成 さ れた も の で あ ろ う 。
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第 2 図 石 柱 及 び 皿 石
a 型 石 柱 三 日 月 型 皿： • •石．
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鍾乳涸形成の機巧について

こ の 入水鍾乳洞の形成の機巧 と し て 次の三つの時期が (stage) 推定 さ れ る 。
( a ) 揺造運動に よ っ て石灰 岩 中 にFissure （裂緯） ま たは 断屑が形成 さ れ た。
( b ) こ れ と 関連 し て Granitie socks （花巌岩類） が貫入 して 該石灰 岩に Contact-metamorphism

（接触変質作用 ） の作用 を な し た 。 その貫 入 の時期に就ては Post permian （後二畳紀） Pre
tertiary で恐 ら く 中生代 の ， あ る 時期 であ ろ う 。

( C ) 地表水 (Vadose-Water) が俊透 し て cavern を形成 し， その化学的作用 と し て ， 鍾乳石や石
筍が形成 さ れた も の であ る ， 而 し て ， こ れ ら の 主 な る 形成作用 が 如何 な る 時ittこ な さ れた か を確
め， どれだけ の時間を経過 し た かを確め る こ と は非常に典味のあ る 問題であ る が ， こ れは今後に
残 さ れ た 非常に困難な問題で あ る 。

鍾乳石成生の順序

鍾乳石は方解石の単一結晶， 又は数個 の結晶か ら な る 場合 も あ る が （管状鍾乳管） 普通は 多 く の方解
石の集合体を な し ， 種 々 の形状を呈す る も の であ る 。

而 し もこ れの形成の過程を考察 し て み よ う 。
石灰岩は大部分が方解石 (CaC03) か ら 出来て い る 。 な お ， 不純物 と し て Dolomite (Mg . Ca) 

( COふ が不混在 し て い る 。 而 し て純粋 な る 水に於ては， 方解石は 不浴解で あ る 。 し か し， 少温の
Corbonjc acibH2 ( C03) が附加 さ れた場合には， 化学的な風化が急激に行われ る 。 し か し て こ の炭酸
は， 炭酸 ガ ス と 水 と の給合に よ っ て形成 さ れた も の で， こ れは普通の 自然水に 含 ま れ て い る 。 しか し て
Carbunic acid は方解石に作用 し て 重炭酸 カ ル ヽン ウ ム Ca(HC03 ) 2 の 可溶性の物質を 形成す る 。 而
し て も し も こ れが再沈澱 さ れ な い と き は， 溶液 中に浴 さ れ て海中に運ばれ る も の で あ る 。

而 し て 方解石の Process (1) は 次 の よ う な 説明が与え ら れ て い る 。
方解石の結晶楷造は ca 2 + と （ C0s) 2 - ion （ イ オ ン ） は わずかに歪ん だ格子に よ つ て 配列 し て い る

が， それは Nacl の格子に よ く 類似 し て い る 。 す な わ ち Nacl の格子を Caい は Na+ を 謹 換 し
( C03 ) 2

ー は Clー を継換 し て い る 。 (C03 ) 2
ー イ オ ン は三角 グ ル ー ブ の 一つで あ っ て 一つの 炭素は三

つの酸素 と 互に対を な し て結合 し て い る 。 そ し て 各は平而に 存在す る 。 而 し て風化作用 又は溶解作用 は
( COり ー グ ー プ上に H " イ オ ソ が到逹 し た と き に行われ る も の であ る 。 それ以来 C と 0 と の結合 よ

り も 0 と H と の結合が 強 く な る 。 そ し て H イ オ ン は ( C03 )2
一 の 0原子の 一つ を 抜 き 取 っ て し ま う 。

而 し て 残 り の二つ の酸素は 炭素の原子 と 共に炭酸ガ ス と し て 残存す る 。
ca2 + ィ オ ソ （ カ ル 、ン ウ ム ， イ オ ‘ノ ） は二つの負の重炭酸イ オ ソ (H C03) ― と 結合 し て そ の 溶液 中

に重炭酸 カ ル シ ウ ム を 与え る 。 こ れ ら の化学反 応 は 次 の 様に 説明 す る こ と が出来 る 。

(1) P. H. KUENEN : Realms of water (1955) P. 212-216 
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2H20 +2C02之2H心03

汲12 COs=2H+ +2(HCOs s)-

2H+ +2(HCOs)
― 十 方解石 ( Calcite)ご比0 + CO2 + Ca 2 + +2(H COs)

一

こ の よ う な作用 に よ っ て Fractureう 又は断層に よ る 破砕帯の部分が溶解 し 去 ら れた で あ ろ う が， ま た
一部に は方解石 と し て再結晶 し始め る 。 而 し て こ の よ う に し て 一度溶解せ られた方解石の溶液が二回 目
に結晶に よ っ て 形成 さ れたかを知 る 資料は 乏 し い が， 如何 な る 物理的状態に於て形成 さ れ たかは， あ る
程度推定出来 る 。

( a ) 鍾乳菅 (Tube-!:'talctite) の成生状態

鍾乳石特に 同 一 の形状 を保つ硝子管状の成生につ い て は既に脇水鉄五郎氏 ： （1) が巧みに 説明 し て い
る の でそれを引用 す る 。

鍾乳石が出来 る の は洞窟 の天井に炭酸石灰 の溶液が僅かに潤ほ し て い る 場合は天井の 突起部に水が集
ま り ， 静かに泡を な し て涸下す る と き に その周期が相当長い の で， そ の 墜す る 場合に炭酸 カ ル ツ ウ ム の
沈澱が起 り ， 鍾乳石の成長が始 ま る 。

第 3 図

ジ
その沈澱は最初は氷滴の座の周 囲 に蛇の 目型に な り ， それが少 し く 成長す る

と 第三図の如 く に な る 。 こ れは恰か も 火 口壁に類し た様な形 と な り ， こ こ に溜
る 水摘の座は縮 ま つて 火 口壁様の内側だけ の 大 き さ に制限せ られ， 且つ水滴の
形 も 上下に長 目 の も の に変 っ て く る 。 そ し て こ の 間 の 炭酸石灰 の沈澱は火 口 壁
の下端に のみ起 る こ と に な る 。

而 し て 沈澱が火 口 壁様の下端に のみ集 中 さ れ る 事に な る と ， こ の 火 口 壁様の
• - も のは， tとん だ ん下に向 っ て 伸 び る こ と に な る 。 水濶の重 さ と そ の表面張力 と

、『

が平衡を保つ様に な っ て， 火 口 壁の直径は 一定不変の も の と な る 。 水滴 の直径
は実験上約 5 ミ炉であ る が， 実際に於 て も や や こ れ に 一致 し ， 隣接す る 石灰岩探
掘場に於て発見 さ れた も のは， 内径 5 勺， 管の外形の直径は 6 ミ岐を示 し， ま た
そ の 長 さ は 約 100翠以上であ る 。

而 し て こ の鍾乳管は全 く 同 一の条件に於て， 比較的短い期間に於て単一 の結
晶が成長 し た も の と 推定 さ れ る 。 北海道の エ ヅ婚竜洞( 2 ) に於て は滴下頻度が10

~30秒の間隙が知 られ て い る が， 本石灰洞に於て は こ れ よ り も 遅い部分 と ， ま
た非常に多 く の水滴を認め ら れ る 部分 も あ る 。 し か し こ の よ う は ， 乳管は そ の
摘下 の Period が長 く ， 且つ同 一 の状態であ っ た よ う であ る 。 Allison に よ れ
ば ， 管状鍾乳石の成長速度は空気流通 の度合に水摘 の滴下頻度 （2) に 関係 し ． 空
気 の流通が よ く ，滴下頻度の小さ い場合 ， す なわち水溶液の 濃縮に効果的 な条件
に於て は成長速度が大 と な る 。 す な わち滴下頻度 1 摘， 3 秒～80分の範囲では

そ の 成長は毎月 0 . 1~1 . 44翠であ り ， 頻度が数十分程度であ る と 管が直線的に成長せずに瘤つ き に なる 。
( d ) 単結晶鍾乳石 (Monocrystalline sarlactite) （第 6 図版， Fig- 1 )

こ の鍾 乳石は比較的稀 な も の で， 純粋 な方解石 の全 く 同一 の状態に於て 一 の結晶が形成 さ れた も の で
あ る 。 長 さ 約19翠， 直径 2 浮程度で表面は滑 ら か で且つ波状 の起伏が あ る が， 基部か ら下端 ま で殆ん ど
同一の太 さ であ る 。 そ し て そ の下端は全 く 同 一方 向 の 剪開 (1 0 1 1) が見 られ る 。 結晶が単結晶 と し て
成長 し得る 限界の成長速度， す な わ ち 臨界成長速度は生長端面積の四乗に逆比例す る 。

従 っ て ， た と え濃縮の度合が不変に保たれた と し て も 管状鍾乳石の尖端成長につい ては 充分臨界以下
の成長速度が管壁の Lateral �ow出 につい て は も はや臨界を越え た も の と な り ， 当然そ こ に多数 の新
し い結晶核を発生す る も の だ と 考え る 。 こ の意味に 於て管状体の方位を維持 し て そ の ま ま 単結晶に成長

: (1) 脇水鉄五郎 ： 鍾乳石考本章 No . 6 P ll （昭昭 7 年）
: (2) 後藤優 ： 北海道上川郡当麻村ニ ゾ 婚竜洞鍾乳石につ い て 鉱物学雑誌第 3 6 巻第5号P58
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した こ の試料は極め て珍 ら し い も の で， そ の結晶成長の条件の 緩慢 な こ と を示す も の で あ る 。 （石灰採
掘場産）

( c ) 普通の鍾乳石の成長
新 ら し い結晶粒の管壁上に 全 く 結晶軸の方向を異に した結晶が晶出す る 場合には こ れを epitaxy と

称 し て い る 。 而 し て こ の epitaxy の見地か ら 鍾乳石は三種類に分類す る こ と が出来る 。
( i ) 星状 の芯を有す る 鍾乳石で且つ Concentric に発達 し た も の
( i i ) 原形の管状体を有す る 鍾乳石で年輪状の縞を以て Concentic に発逹 し た も の

( i ) は 中 心の管状体自身が外え成長す る と 同時に ， 管壁表面の諸所に異方位の新結晶が発生す る た
め に それ ら新結晶の成長に伴 っ て ， 中心の管状体が遂に星状を な し て 内部に包 ま れ て し ま う 場合に形成
さ れ る 。 こ の場合内部が結晶質であ り 外部に著 し く 非晶質の様な帯で包 ま て い る こ と が あ り ， 四つの異
な っ た帯が認め ら れ る 。 外側に至 る に従 っ て褐色を帯ぴ粘土を混入 し て い る のをみ る 。 こ れ はそ の形成
さ れ る 時期に四つの異な っ た化学的 な溶液に よ っ て形成 さ れ た こ と を意味す る も の で， こ の 鍾乳石の最
後の stage は 相 当 の 多雨期であ っ た こ と が推定 さ れ る 。

(i i) は管状態 自身は太 さ を増す こ と な く 成長す る が管の外壁に発生 した新結晶の Lateral growth 
に よ っ て 太 さ を増す場合に形成 さ れ る 。 こ の 場合 中 心 よ り Concentric の配列をなす 年輪状 を 示 し
Periodic growth を し た こ と がわ か る 。

鍾 乳 涸 と 人 類

鍾乳洞は特殊な地下景観 を吾人に与え る の みでな く ， 沖積人類の住家 と し て利用 さ れた こ と は ， 石灰
洞 中よ り 発見さ れた人骨 ま たわ文化遺物に よ っ て 明 かであ る 。 ま た古代人類は鍾乳石を薬石 と し て利用
さ れた こ と は正倉御物の薬石の なかに， 鍾乳石が 3 個残 っ て い る こ と に よ っ て も 明 か で あ る 。 支那古文
献， 神農本経には

味甘温 主歎逆上気， 明 目 ， 益精安五臓， 通百節， 利九窮， 下乳計 と あ る 。
ま た 名医別録に は，

益気， 補虚損， 療脚 弱， 疼冷， 下焦傷褐， 強陰， 久服延年， 益寿， 好願色， 不老 と あ り ， 鍾乳石に強
壮強精の砂があ る こ と が謳われ て い る 。 ま た晉代の寒食散 と 云 う 奇薬の処方に鍾乳石が参加 し て い る の
も こ の石の 気味， 主治効能にかんがみ う なづけ る 。 〔完〕

(3) 益富寿之助 ； 正倉院薬物を 中心 と す古代石薬 の研究 ： 正倉院の鉱物 (1957) P -68 
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（附）
ー 指 定 資 料

1 奪 指定まての経過

昭和 2 年 8 月 25 日 ， 田村郡滝根町在住 の鈴木菊意， 蒲生明， 佐藤留男の 3 名に よ り 発見 さ れ ， 同年9

月 には， 村長佐藤庸治 ら が保存運動を 起 し ， 渡辺万 次郎， 小檜山農夫雄 ら の学者 グル ー プ の調査が行わ
れ， 昭和 4 年 9 月 「滝根 カ ル ス ト地方」 と し て指定申 請が 出 さ れた。

同 7 年11月 放牧組合長白石徳弥の 名に よ り 指定には異存ないが， 採草地保存の た め に， 制限の な い よ
う 陳清が あ っ た 。 一方郡山営林署は， 8 年11月 保存 を強力にすすめ る よ う 同意が 出 さ れ， 8 年12月 ［ 村

長博多蔵人が代表 と な っ て指定を促進 し， 文部省の承認を得て 昭和 8 年12月 11 日 附県告示第672号を も
・ て 県報に登載， 12月 18 日 附官報告示に福島県告示第 1 号 と し て仮指定 さ れた。

仮 指 定 地
田村郡滝根村大字菅谷字仙台平

国有林62林班ノ 1 · 26 . 79篇
同 山根村大字早稲川字早稲川

国有林61林班 ノ 1 1 1 . 02篇
と こ ろ が， 9 年 3 月 に い た り ， 磐城セ メ ン ト 株式会社 と ， 滝根村博多村長 ら が指定反対運動を お こ し

県庁に 出頭陳情を行 っ た 。 こ れに対 し て発見者蒲生明は， 反対運動を批判 し て ， 指定を支持す る 等 の 問
題があ っ た が， 昭和 9 年12月 28日 天然記念物 と し て ， 本指定を受け て ， 紛争に終止符を う っ た 。

こ れ よ り 先， 昭和 9 年 1 月 16 日 附を も っ て発見者鈴木菊意は ， 本指定の上管理者決定 ま で， 管理者臨
時嘱託に 任命さ れ て い る が， 指定 と 同時に ， 国有林であ る か ら 管理者は農林省所管 と な り ， 臨時管理者
の職が どかれたが， 鈴木菊意， 蒲生明 ら の努力は多 と すべ き も の があ る 。

2 . 天然記念物指定

昭和 9 年12月 28 日 官報告示第312号
所 在 地 福島県田村郡滝根村大字菅谷字仙台平 山根村大字早稲川字早稲川 ． 
指定地積 国有林 実測38町 1 段 2 畝15歩
説 明

結晶質石灰岩 ヨ リ成 レ ル滝根 カ ル ス ト 台地 ノ 東側 ヲ 流ルル早稲川 ノ 水が 1 ド リ ．ー ネ ヲ 通 ヽン テ 台地 ノ 下
ニ 伏流 ヲ ナ シ石灰岩 ヲ 溶 力 、ン テ 桐窟 ヲ 作 リ ク ル モ ノ ナ リ ， 洞窟ハ台地 ノ 西側 二 開 ロ シ夫 ヨ リ 洞内 二 入
ル ヲ 得， 洞内水甚 ダ 多 ク 、ン テ 急流 ヲ ナ シ ， 所 々 二 瀑布 ヲ 懸 ケ 又深キ甑穴ア リ テ 践渉 ノ 困難ナル コ ト 他
ニ 多 ク 其の比 ヲ 見 ズ， サ ゾ ド鍾乳石， 石筍， 石柱， 石幕等 ノ 澗内沈澱物ハ割合二 能 ク 保存 セ ラ ル ル ヲ
見ル。

指定 ノ 事 由
保存要 目 天然記念物中地質鉱物 ノ 部第 7 二依ル 。

保存 ノ 要件
洞内沈澱物 ヲ 採取ス ル コ ト ハ 絶対 二 之 ヲ 禁止 シ ， 其 ノ 他現状 ノ 変更ハ 公益上必要 己 ム ヲ得サ ル場合 ノ
外之 ヲ 許可セ サル コ ト ヲ 要 ス 。
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郡 山 市 麓 山 窯 跡 調 査 報 告

梅 宮 茂

1 . 位 置

福島県郡山市の 中心部， 市民会館の 束に美 し い松林の小山があ る 。 麓山 （はや ま ）
幅の別園で， 麓に池 川 が あ り ， 今は麓 山 公園 と い っ て市民の遊園地であ る 。

山は低地 よ り 約10t元 と い う 僅かに起伏 し て い る 程度の小山 で， 5 万分の 1 の地理調査所の地形図に も
示 さ れ て い な い 。 山頂に麓山神社が
あ り ， こ の社殿の東に芭痣の碑が あ
っ て ， その南向 き の 14度～20度のゆ
る い傾斜面に古瓦が散在 し てい る 。

こ の 丘陵は ， 安積洪積平原が， 阿
武隈川 の 沖積原に移行す る 末端の段
丘崖で， 周辺が 自然浸蝕に よ っ て生
じた残丘であ る 。 全山 白 色～ 黄禍色
の埴土か ら な り ， 北東の 山麓 （低
部） は公園の苑池 と な っ て い る が ，
細沼 と い い ， 古 く は小 さ な 河谷を形

成

し て い た 川 であ っ た と い われ る 。
発掘地点は こ の丘陵の頂上， 麓山

神社に近い地点 で こ こ に， 五箇の窯
跡があ り ， さ ら に 未発掘の 窯跡は相

と い い ． 旧 二本松

〇印 麓山窯跡 x

当数 あ る も の と 推定 さ れ る 。
窯跡 △ 七 ツ 池遺跡

2 . 調 査 の 経 過

昭和33年10月 ， 同 山 で 遊戯中 の 児窟に よ り 瓦片が発見 さ れ， その 一部が 市立図害館に保管 さ れ て い
た。 明 る い 黄掲色の直孤文の宇瓦で， 厚み も 重昂 も あ る 優れ た 古瓦であ り ， 現地を視察す る と ， 窯跡 と
お ぽ し く 傾斜面が赤褐色に焼け て い る 所が あ り ， 重要な選跡 と 考え ら れ た の で， 文化財保護委員会に埋
蔵文化財発掘届 出 害を提出 し ， 葎者が発掘担 当者 と し て承認 さ れ， 調査を行 う 事 と な っ た も の であ る 。

麓山窯跡発掘調査計画
1 . 発掘の 主体

郡山市教育委員 会
2 . 発掘担当者
3 . 参加者 調査員

教 育 長
県教育委員会社会教育主事
市教委社会教育主車
同 主 事
市立図書館長
同 係

福島考古学会員
同

（五中教諭）
（三中教諭）

佐
―――
義
喜
克
雄

丸

宮

辺

辺

崎

野

田

藤

力
梅
渡
渡
山
草

成

佐

剛
茂
市
郎
人
久
俊
寿
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か ら ， こ の B 窯は； A 窯 よ り も 早 く 廃棄 さ れ た も の であ ろ う 。
c窯跡 本群中最も ， 完全に近 く 保存 さ れ て お り ， 天井， 煙出の構造が明かに さ れ た。 し か し こ の C

窯は， 途中 に松の大木があ っ た の で全長は 明 かでな く ， 発掘 も ほ ぼ 中央部に ト レ ン チ を 入れたので， 天
井は約2 . 8佐が残 さ れたのみであ っ た 。

こ の C 窯は， A, B 窯の 中間に位 し， 約13度南に偏 っ た東南東に位 し， 調査 した長 さ は 5 . 4位推定 6

位は あ っ た ろ う 。 幅は84浮は 天井の高さ 約80浮位でA 窯に比べる と 極めて細長い構造であ る 。
主室 の底部は約18度の傾斜で， 両端及び中央に計三条の U字型の煙道が， 焚 口 附近か ら 煙出 し ま での

ぴてお り ， 完形の平瓦が こ の煙道 の溝の上に多数重 っ た ま ま 倒れ て お り ， 何等か の事情で， 焼成を 中止
したか， 放棄 し た よ う な感があ る 。

瓦は灰 白 色に近い黒色瓦で， 素文， やや薄手で， D 窯の宇瓦 よ り 小 さ く ， 焼成度 も 低 く 焼 し ま り が悪
い 。 こ う した点 も 本窯が焼成の 中途におい て放棄 さ れ た よ う な疑が あ る 。 時代的に も 最 も 下降す る も の
であ ろ う 。

D 窯跡 c 窯の さ ら に右端 で， 最下位に位す る 。 本調査 の端緒 と な っ た重孤文の宇瓦， 完形に 近い平
瓦， 丸瓦等が児童に よ り 発見 さ れ たのは こ の窯跡であ る 。

こ こ は他の 4 窯跡 と 異 り ， 白 色粘土層 中に営 ま れ て い た の で， 発掘は困難であ っ た が， 底部が浅い。
残存 し た側壁は上部で45浮佑， 最深61浮位であ る の は， 早 く 天井が崩壊 し た か ら であ っ た ろ う 。 粘土層
中 に築かれた窯で あ る か ら ， 壁 も 底部 も 赤色を呈 し て美 し く ， 出土す る 瓦 も 明 る い黄褐色であ る 。
： 焚 口 燃焼室は破壊 さ れて確認 さ れな い が， 粘土質が う す く ， 混士層 が落ち込ん で い た あ た り が焚 口 で
あ っ た よ う に思われ る 。 推定長 さ 4 . 5位幅 1 . 36位， 底の傾斜20度， A 窯につ ぐ幅が広いが， 煙出 し か ら
3 t元 の あ た り で右側 の側壁が く びれ て い る 。

こ の 窯跡ほ， 瓦片の量が少い反面優れた も の を 出土 し て い る 。 崩壊 し た と 推定 さ れ る 天井の上部 と 思
われ る あ た り に， 大型の平瓦， 丸瓦があ り ， 表面採集 さ れ た前記重孤文の宇瓦ゃ平瓦， 丸瓦 も 同 じ状態
に 出 土 し た の では な か っ た か と 思われ る 。 上端か ら1 . 4位主軸か ら やや右側に かた よ っ て ， 完形に近 い
一鐙瓦が出土 した 。 こ れは単弁八葉の蓮花文で底部に接 して， 唯 1 個縦 き わすれ た よ う に 出 土 し た 。 こ
の窯跡 も 早 く 廃棄 さ れ た も の であ ろ う 。

E 窯跡 A窯の左で神社に近 く ， ほぼA窯 と 平行 し ， 近接 し て い る が， 東 よ り 南に55度偏 っ た南南西
の方向に あ る 。 こ の窯跡は， 煙出の部が半円形に露出 し て い た の で上部か ら下方に 向 っ て逆に発掘 し た
が， 天井は一部保存 さ れ て い たが後世地形に変化があ っ た と 見え て最 も 深い。 焚 口 が未発掘 であ る が推
定す る と 長 さ は約 7 佐幅 1 . 3t元， 舌状の窯で天井は約 1 位， 主室の底部は約14度を呈 し， 焚 口 部は平坦
に な り こ こ に木炭層 が多 く ， 左側に か た よ っ て ， 丸瓦が半分に切断 さ れ る こ と な く ， めず ら しい筒瓦 と
な っ て発見 さ れた。

こ の E 窯の瓦は他 よ り も 焼 し ま り よ く ， 格子文縄文が多 く 窯全体が黒色を お びて い る が， 赤色 と 黒 色
の 二色の瓦が， ほぼ同量発見 さ れ， 須恵器の破片 1 個があ っ た 。

以上 5 個の窯跡を通観す る と ， A窯のみ， 焚 口 部が く びれ た袋状で， B, C ,  E は 同 じ舌状を 呈 し ，
Dは， その 中間の形式で あ り ， 焼成 品 か ら み る と ， B は須恵器が多 く ， 他は瓦を 中心 と し， 焼成度， 瓦
の文様形式 も 窯に よ っ て ほ ぼ異 っ て い る 。

総体的にみ る と ， 山 の 低位に あ る も のは比較的古 く 放棄 さ れ， 次第に 山 の 中腹に移動 した も の よ う で
頂上に近い も の は比較的新 しい よ う に見 ら れ る 。 し か し E 窯はそ の 中間か も しれ な い 。

こ の こ と は， さ ら に未発掘の窯があ る の で， 全地域の調査を 了 し な い と 結論は 出 さ れ な い が一応 の想
定 と し て提示 してお く 。

4 . 出 土 遺 物

本窯跡は， B窯跡の如 く ， 須恵器を主 と し て焼いた窯 も あ る が， 大部分は瓦を焼いた窯で， そ の 多 く
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は平瓦で ， C 窯跡の 如 き は 全部が平瓦， A と D に若干丸瓦が見 え る 。 総計すれば， 出：：：K し た 瓦片は ， ぉ

びた だ し い 大最 であ る が， 古瓦 の鑑別に旗要 と さ れ る ， 鐙瓦や宇瓦が 少 い 。 澗査は 窯 の 主室 を 中 心 に や

っ た の で灰捨場を粕査 す る 時間的な余裕が な か っ た の で， 廃棄 さ れて 堆積 し た 箇所に手がの びな か っ た

の に も 基因 し よ う が， 本窯跡の他に， こ れ ら の 瓦 を 焼 い た 窯があ っ た の で は な か ろ う か 。

単弁八葉蓮花文鐙瓦 唯 1 個 D 窯 よ り 出土 し た。 径18 . 5浮位， 胎］縁の畠j さ 1 学位弱 一条 の 隆起帯があ

っ て ， 単弁八葉の 蓮花文が平面的形式的に表現 さ れて い る 。 弁形は輪廓の み 隆起線で表現 し， 蓮弁に は

厚み も ふ く ら み も な い 平板そ の も の で， た だ隣に接す る 。 問弁 （小花） の み， わづかに 内 反 し 小葉 も 細

く 短い 。 中央の子房は径 4 浮位で小 さ く ， 潤 さ 0 . 8 学位で低い， 運子は小 さ な 8 個 を配 し て い る 。 色は

明 る い黄褐色 で あ る 。

作は極めて 形式化 さ れ た ‘t’—而的な手法 で あ り ， 相馬郡鹿島町横手廃寺跡出 土の鈍瓦に こ の手法がみ ら

れ る 。 横手廃寺跡は ， 造 り 出 し の あ る 大 き な 塔礎石があ り ， こ こ か ら 格子文， 縄文を 施 し た平瓦 と 共に

出土す る が ， 手法か ら み て 平安初期に下降す る も の で あ ろ う 。 本鐙瓦は横手廃寺瓦に比すれ ば遥に よ い

が， やは り 平安期に下 る も の と 思われ る 。

重孤文宇瓦 D 窯の上層 よ り 出 土 し た も の で あ る が ， 幅29浮に 残 仔部長 さ 19浮位， 厚 さ 4 . 5 浮 ｛；の

重厚な宇瓦で， 正面に 2 本の 凹み を 施 し て 芝条 の 孤文 を表現 し て い る 。

こ の手法 を も つ宇瓦ば 県下に お い て は ， 白 河万箇， 福島腰浜， 原町館前， 京塚沢， 標葉郡山等か ら

も 出 士 し て い る が様式上か ら 奈良時代に上 り 得 る で あ ろ う 。

製作過程 を示す筒瓦 E 窯跡か ら 出 ＿七 し た も の で あ る 。 筒瓦 と い う と 誤解を ま ね き や す い が， 実は丸

瓦が切断 さ れ な い ま ま に 焼かれた も の であ る 。 太 い 方 の 径19浮位 ， 細 い 方の径11浮｛元 ， 長 さ 41 . 5学位で土

管 を思わせ る が ， ニ カ 所に切断用 の切れ 目 がつ い て い る の で ， 丸瓦製作の 過程 を示す貨重な も の であ る 。

あ や ま っ て切断を忘れ た も の か ， 計画的に 簡状の ま ま 焼 い た も の かは ， 出 土状北か ら は理解 で き な い 。

須 息 諾 実 測 屁l

□□ 

ロ
( B 窯出土須恵器の杯）

須恵器杯 B 窯か ら 4 個出 土 し て い る 径13~15浮{;， 高 さ 3 .4~4 . 5浮にほ ぽ同形の杯で ロ ク ロ の跡が

あ る 薄手の 丸底で， 窯変 し て湾曲 し て い る 。 こ の他に B 窯か ら は 波状文の あ る も の， 高台を も つ も の褒

と 表に 青海波 の 叩 き 文の あ る も の等の破片が相当盈出 土 し て い る が， 未埜理に つ き 後 H 発表す る こ と と

す る 。

5 . 考 察

本選跡に 古瓦が 出 土 し ， それが窯跡であ る こ と は 今 ま で知 ら れ て い な か っ た 。 し か し， 郡山市の消水

台 を 中 心 と し て ， 瓦が古 く か ら 出土 し て お り ， そ の 代表的な も の は， 市内 の如宝 寺， 安積国造 神社， 新

困西新氏， （ 円 寿寺） 阿部金助 （市収 入役） 及び 市立図 書館に 蔵 さ れて い る 。 こ の う ち阿部氏所蔵の鈴

瓦は白河五箇廃寺跡 の 白 鳳期の録瓦 と 同 じ 重弁蓮花文鐙瓦であ る 。 円寿寺の宇瓦に は ， 正面に 一種特有
の植物模様が印附 さ れた も の があ る 。

宇瓦の正面に 一本の 茎の左右に 葉 を つ け た ， ー見桔梗の茎に似た も の ， 或は 主幹に 多 く の細枝を配樅

し た よ う な 扁行的文様を も つ 様式に つ い て 内藤政恒氏は， 同 地伴出 の他の 古瓦類に 徴 し て ， あ る い は 奈

良時代の製作に 係 る も の か も 知れ な い (1) と い っ て い る 。

郡 山市拮l辺の 古瓦は， 旧市内 では清水台か ら茶臼館に かけ て ， さ ら に 芳 山小学校附近の鐘堂， 富田，
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開成 山 か ら大槻町 の南半地帯に か け て 10余 力 所が あるが多 く は 窯跡の よ う であ り ， 大槻の花輪長者伝 説
地に は特異 な単弁の 蓮華文の あ る鐙瓦が発見 さ れて い る （写真版参照） 。 こ れ ら の瓦は， 古 く は 白 鳳期
に該当す る も の か ら 平安初期に 及ぶ も の と 見 られ る の で， 本遺跡は， こ れ ら の 窯跡 と ほ ぼ同 じ時代に 同
ーの 目 的を も っ て構築 さ れた も の で あ ろ う 。

さ て ， こ れら の瓦出土地の う ち ， 清水台 を 中心 と す る地区は， 虎丸長者の屋敷跡 と いわれ， 長者伝 説
に因む茶臼館， 皿沼， 鐘堂， 堂後， 堂前等の地名があ り ， 古 く か ら市街地に な っ た の で確実 な礎石はお
さ え 難え が， 長者の屋敷跡 と 称す る も のは寺院跡 と み ら れ る 。 虎丸長者 と い われ る 人物の本質は と ら え
難いが， 安達郡二本松市杉田の郡山に も 長者宮 と い う と こ ろ が あ っ て 同 じ虎丸長者が語 られて い る が，
古 く か ら蕃居 し て い た豪族 と し て の阿尺国造家を指す も の と み られ る 。

従来 と も す る と 郡山 市が明治以降の 目 ざ ま しい進展に と ら われ て， 郡山市に は古い歴史的背景の な い
新興都市 と いわれて い る が果 し て そ う で あ る か改めて 当市古代文化を考察 し て み よ う 。

安積地方の 古代文化 と い え ば， 多 く は大槻の 古墳群 と 片平があげ ら れ る 。 勿論こ の地方は， 安積文化
史の上に は重要であ る かが， 古墳文化の母体 と な っ た弥生式遺跡は大槻の外に ， 阿武隈川 沿岸に，も分布
す る 。 富久山町の 日 東紡工場の 南西にかけて は 古墳群があ り， そ の一部 と 見 な さ れ る も のは横塚附近に
も あ る 。 横塚 と い う 地名が古墳 よ り 生 じた も の であ る こと は 自 明 の理であ る 。

大槻に数十基の古墳があ る か ら と て 大槻が古代文化の 中心地 と み る こ と は でき な い 。 大槻古墳群は 回
に行 く ほ ど未期的で， 奈良時代に近い築造 と 推定 さ れ る が， 東の開成山 近 く に は， 近時， 人物， 馬等の
形象埴輪が発見 さ れた古墳が あ る 。 片平の如 き は安積山の古歌 と 結びつけ て 考え られ る が， こ こ は大槻
よ り も 史料が少 く かえ っ て開発が下降 し て い る証拠があ る 。 つ ま り 郡山市の西部高燥な地帯 も ， 阿武隈
川 沿岸の 低地も 甲 乙 な く 古墳が営造 さ れた頃は， 古代 の居住地で あ っ た と み て差支え な い。

郡 山駅の東方に 「方八町」 と い われ る 土地があ る 。 こ の 辺か ら横塚， 鶴巣に かけて土師器が多量に 出
土 し て い る 。 方八町の地名は， 先年の胆沢城の 学術調査に よ り 明 かに さ れたが， 多賀城 も こ の 称があ り
岩手県 に お い て は 11 カ 所同名の土地があ る 。 郡山の方八町について は虎丸長者に附随 した民話が語 ら れ
て い る の み で あ る が， 古代史上注 目 す べ き 土地で あ る。• (-2)

郡山 と い う 地名 は各所に 多 く ， 県下に お い て も 杉 田 の郡山， 伊達の桑折 （郡） 標葉の郡山勿来の郡等
が あ る 。 こ れは 「郡」 の大領が郡家を設けたために生 じた地名 で， 安積郡山は， 国造本紀に記 さ れた阿
尺国造の後裔が， こ の地に郡家を設け そ の 一族が広大な地域に わた っ て 古 く よ り 一大豪落を形成 し て居
住 した と こ ろ であ る 。

奈良時代に 入 る と ， こ の地方は万葉集に よ ま れ る ほ ど都に知れて き た 。 同書に よ ま れて い る 東北の歌
は 「黄金花咲 く 」 の外は全部本県 のみであ る のは， 当時本県 の文物が中央に知れ て い た こ と を証明 す る
も の で あ る 。 安逹太良 山， 安積山 の采女が こ れ であ る 。 それは既に安積地方の開発がすすみ， 阿尺国造
の居住地近 く に 一大伽藍が建立 さ れた。 多賀城や 陸奥国分寺が仙台の近 く に建立 さ れ て い た 頃であ る 。
国分寺は官寺で， 国家の力に よ り 造営 さ れたが， 清水台に建て られた こ の 寺院は， 安積の 国造家の私財
を も っ て建て られた私寺であ っ て ， 私寺を建て る だけの文化 と 経済力がすでに こ の地方に生 じ て い たの
であ る 。

本窯跡か ら 大槻町南半に かけて10余 力 所の 窯跡が点在 し， 多 く の 瓦 と 須恵器が発見 さ れ る のは， こ の
廃寺に使用 された瓦やその居住民の使用 し た什器を焼い た遺跡で， こ の地方に於け る 一大工業地帯 と 認
めるこ と がで き ， 就中， 最 も 国造居住地に近 く にあ る 本窯跡がか く も 群集 し， 小山 と い え ど も 全 山 が
瓦， 須恵器 の製作所であ っ た こ と は， 現在工業都市郡山 に ふ さ わ し い 古代追跡の発見 と い われ よ う。

各地の 国造は大化改新に際 し て ， 多く地方の郡司に任命 さ れ， 中央政府 よ り 派遣 さ れた 国司の下部組
織 と し て地方民衆の統治に 当 り ， 地方の民政を司 っ て いた。 従 っ て特例 と し て彼等は依然世襲の職に あ
り ， その地方に お け る統制力， 財力は共に国司に優る も のがあ り ， 地方に お け る 文化の 中心を な した も
の で あ る。 陸奥国分寺出土瓦の 中 に 「尺」 の文字瓦があ る 。 こ れは 「阿尺」 の 略字で， 阿尺の 国造か安
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積の郡司が寄進 し た 瓦 であ る のは如上の こ と を物語 る 一資料で あ る 。
安積の古代文化は， 古墳末期か ら 奈良時代に か け て 大 き く 進展 し

.'.
—以上のべた諸遺跡は いづれ も ， 地

緑的， 時間的に相接近 し て お り ， 一貰 し た 関連性が認め られ る 。 も っ と 具体的に い う な ら ば， こ れ ら の
遺跡は， 奈良時代に於け る 安積郡 の郡家の 一族た る 阿尺国造の直系乃至は傍系の子孫 と 密接な関係があ
る も の と 考察 さ れ， 彼等は高度の 中央文化 を 消化 し て い た 。

こ の こ と に つ い て ほ ， 内藤政恒氏が， 「福島県郡山市出土の 円面硯 と そ の遺跡の 性格に つ い て 」 に論
述 し て い る と こ ろ であ る 。 (3)

＜二彩紬水瓶＞
さ らに ， 郡 山 周辺の 古代文化が， 斬新な 中央文化を と り 入れ て い た こ と を証明 す る も の に ， 同市小原

田 円寿寺の 新国西新氏所蔵の二彩釉水瓶の発見があ る 。 （写真参照）
二彩釉水瓶は昭和13年11月 ， 本達跡か ら直線1 . 5％位の近接地で あ る 字七 ヅ 池129番地 か ら発見 さ れ た

も の で， 次の も の が一括出土 した。
二彩釉水瓶 高 さ 29浮位， 胴部最大幅13浮位
看炉形瓦器 径約 6 翠位高 さ 8 翠｛，石 黒漆の如 き も の が玲布 さ れ て い る 。
須恵器水瓶 ・高 さ約19 .5浮位， 幅8 .2学t；；；
円面硯残闘 径10浮t；；；
その他 須恵器土師器破片
二彩釉水瓶は全面に 白味をおび た黄釉の上に緑釉が班に かけ ら れ て い る 。 抜法は唐三彩の施釉技術 と

同 じであ る が， 奈良前期白鳳時代 を 下 る こ と そ う 遠 く な い 時代に ， 地方窯に よ っ て 製作 さ れた も の と み
られ る 。 (4)

円面硯は脚 と 陸の 一部が欠け て い る 須恵質で， 中心部は 平滑で墨痕を と ど め て い る 。 円 面硯は関東北
に お い て は稀な存在で， 二彩釉水杭 と 共に 中央文化の香 り 底い， 斬 新な文化財であ る 。

七 ッ 池の選跡に つ い て は ， 経塚の 如 き も の か と 見 る む き も あ る が， 同地が前記の と お り ， 阿尺国造家
乃至は その 一族の寺院跡， 住居跡に近い と こ ろ で あ る の で， 豪族の 邸宅の 一部か， あ る い は埋葬 さ れ た
墳跡 と 推定 さ れて い る 。

二彩釉の発見は極めて， 稀であ り ， 円面硯 も 前者 と 同 じ く 奈良時代前期 よ り あ ま り 下 ら な い時期 の も
の で， 両者 と も 製作技術や焼成土質か ら み る と ， 地方製作の 色濃い も の で， 恐 ら く ， こ れ ら の も の は，
こ の地方のエ人に よ っ て製作 さ れた も の であ る と す る な ら ば， 本窯跡を 中心 と す る 古代工場地帯に おい
て作 られた も の と 考え る こ と は， あ な がち我田 引水の 説では な か ろ う 。

本窯跡 （乃至は他の 同類の 窯跡） に お い て 瓦や須恵器等の製作に従事 し て いたエ人達の 中 に は ， 進歩
した最新技術を身に つ け て ， 二彩釉水瓶や， 円面硯 も 消化 し得 る も の が， 存在 し て い た と 考え られ る 。

こ の 意味に お い て麓山 窯跡の調査結果は ， 東北の 初期仏教文化解明 を 一歩前進せ し めた も の と 考え て ，
敢て諸彦の御教示を願 う 次第であ る 。

（附記） 本調査は， 他の 窯跡や達跡出士品につい て も 言及 し， 清水台 を 中心 と す る廃寺 も 詳細調査 し て
論ず る 必要が あ る が， こ の点 に つ い て は後 日 調査が進め られた 暁に本遺跡の再調資を期 し た い も の と
思 っ て， 調査後， 現状を埋没 し て保存を は か っ て お い た 。

殻後に本調査に協力を願 っ た 方 々 及 び引用 さ せて戴い た先聟， 諸先生方に厚 く 御礼を 申 し上げ ま す。

（註） （1) 夢殿論誌第19巻 「 東北地方出土の特異文様古瓦に 就い て 」
(2) 岩手県文化財調資報告書第 4 集
(3) 史跡 と 美術第24渠 ノ 6
(4-) 史学第25巻 1 号 「郡山市七 、パ也の二彩釉出 士邁跡に つ い て 」
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中央立木 の 傍に あ る 円錐形の も の が
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中
央
が
炉
で
あ
る
。

白
線
で
か
こ
む
は
柱
穴

竪

穴

住

居

跡

複

た
火
つ
ぼ
が
あ
る
。

楕
円
形
の
炉
に
隣
し
て
士
器
を
埋
め

式

炉



和 台 発 見 の 土 器

（火つぼB に似て い る ）

火つぽA に使用 さ れた羅文土器

複 式 炉・ ・ ・ ・ 9 • 石 川 ， 新屋敷遺跡

ナ
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複 式 炉• • • • • •信夫， 日 向道内遣跡
複 式 炉 • • • • • •安達 ， 大沢遺跡



飯野 白 山住居跡調査報告

梅 官 茂

1 . 発 見 の 経 過

昭和32年 4 月 1 日 午後 1 時頃， 伊達郡飯野町郷土研究家鈴木俊夫氏が地主大内 力哉氏の代理 と し て ，

県教委事務局社会教育課に遺跡が発見 さ れた よ し の報告があ っ た 。
同地は飯野町大字飯野字白 山 7 番地で， 付近は古 く 開墾

さ れ て麦畑， 桑畑 と な っ て い る が， 該地点 のみ草地 と し て
残 っ て い た所を ， 地主の大内 力哉氏父子が開墾 中焼土があ
り ， その下か ら石囲み の 炉 と 土器があ ら われたの で， 鈴木

氏に連絡 し た 。 鈴木氏は約 1 時間程発掘 し た が ， 2 個の土
器が併列 し ， 石囲み の状態であ る の を認めて 当事務局 に報
告 し た も の で あ る 。

重要な遺跡 と 恩われ る の で土を覆い現品を保存す る よ う
指示 し ， 正規の発掘届 出書を提出す る よ う すすめた。 そ の
夜 の う ち ， 土器に金が 入 っ て い た と の う わ さ が町 内 に流れ ，
一部土器を破壊 した者が あ り ， ま た早朝か ら 地方民が押 し
かけ て現況保存が困難な状汎であ る の で， 地主は緊急調査
を要請 し た の で， 4 月 4 日 協力 を得て調査を実施し た も の
であ る 。

2 . 位 置 と 現 況

同地は国鉄川俣松川 線の飯野駅， な ら びに青木村 よ り 安逹郡東和村に通ず る 県道の •一一避病院付近か
ち約 5 百醤西方に 入 っ た地点 で， 阿武隈川 に流れ る 細流 に 臨む ， 東北に緩傾 し た丘陵 の末端で， 一帯は
相 当 古 く 開墾 さ れた所で あ る が ， 昭和22年に も 住居跡が発見 さ れ た 由 で あ る 。

こ の 町に は， 2 ,  3 カ 所の遺跡が あ る 。 阿武隈川 に臨む和台は本遺跡の西方， 谷をへだて た地点 で，
過去に数多 く の縄文土器石器が発見 さ れ て お り ， 字小平山36番地に お い て は本遺跡の 如 き 住居跡が発見
さ れ た と い う 。 ま た本遺跡地続 き の瑯躙 山 に は土師式土器 を 出 し た住居跡， 山頂に は古墳 と 思 し き 小 円
墳があ り ， 付近か ら須恵器が出土 し て い る 。

4 月 4 日 午前11時筆者は鈴木俊夫氏 ら の 案内 で現地に赴 き ， 地主大 内氏の立会で遺跡を検見す る と 約
4 坪にわた り 深 さ 50翠程掘 り 返 さ れ， そ の 中央に炉 と 土器の上に， 紙 ・ 筵を覆い ， そ の上に若干の土が
か け て あ る が一部に掘 り 返 さ れ て ， 石の部分が露出 し て い た 。 事

地主大内氏父子の手に よ り 被覆物を と り 除 く と ， 石囲み の炉に隣 し て ， 大小 2 個の土器が地山 ま で埋
め られ ， そ の 周 囲に数個の石が囲続 し ， 土器片が数片散在 し て い る 。 、こ れは村人が踏ん で破壊 し た土器
片で． 炉の 中には やや大 き い土器片があ る 。 こ れ は発見当初か ら現状に あ る も の の よ し で あ る 。

3 . 遺 跡 の 状 況

昼 食後， 見学に き た人 々 を交え て ， 次の者が発掘に助力 し ， 午後 5 時 ま でに 円形の竪穴 プ ラ 、ノ を ほぼ
検出主る こ と がで き た。
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♦第 1 日
調査は ま ず土器 を利用 し た火壺の 口 縁部 と レ ベ ル を 同 じ く す る 竪穴床面を 四方に追究 し て プ ラ ン を 明

か に し ， 径約 5 ． 穴；；；～ 6 佐 の範 囲 に 周壁を検出 し，
円形の竪穴住居跡であ る こ と を確認 し た 。

次ほ柱穴を検出す べ く 床面を精査す る と ， 土器 A
（火つ ぼ A ) の 西 ・ 南 ・ 北辺に あ た り ， お びた だ し い
赤色 の 焼土層 があ り ， そ の 中に， 荒い 単斜縄文を 附
し た 土器や繊維を胎土に混入 し た土器片が混入 し て
い た 。 土器 B の 炉の間か ら 西北 2 .4佐 の 所に柱穴(2)
を発見 し ， 続い て（3)(4-)(5)(6) 4 本の主柱を検出 し た 。

次は石囲み の 炉を精査す る に長径約95翠短径80翠
深 さ 約 6 翠の舟形に30数個の大小の 河原石 （礫） に
よ っ て組み た て てあ り ， 底部周辺に は木炭片を 多 く
交え た焼土層 があ る 。 炉の 西端は土器B （火つ ぼ B )
に接 し て 同 じ レ ベ ル で あ る が， 東端は約 7 浮程低い
こ と が 明 か に さ れた。 こ れは 4 月 1 日 の発掘 の 際不
用 意に掘 り 下げ ら れ た こ と も あ る が， 当初 よ り い く
ら か床面が低 く つ く ら れ て い た よ う で， こ の 付近は
土器片を交え た木炭細屑混入 の 黒士層 が あ り ， こ の

近 く に支柱(8)があ る 。
そ こ で主柱(4-） と 炉， 土器 （火つぼ） を結ぶ線を延

長 して隣接 の桑畑 （字北稲神） ま で ト レ ソ チ を広げ
、

＼

社 員
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た結果主柱(1)を検出 し ， さ ら に 主柱(5) と (6) の 間
に(7) の 支柱穴を検出 し た 。

柱穴(8) と (3) の 間 は さ ら に 5 ~ 6 翠 の深 さ に黒
土層 が陥ち て い る こ と がわか っ た の で精査す る
と ， （3） の 柱穴は床面 よ り 11翠程低 く ， 木炭層 を
交 え た 黒土層 が あ り 1 石囲み炉の 近 く は特に木
炭片がおびた だ し く 堆積し て い る 。

♦第 2 日 ( 4 月 5 日 ） ｀ ．  
第 1 日 は遺跡の 周 囲 に杭を建て て保存 を は か

り 作業を終了。
第 2 日 は早朝か ら 炉 と 土器 の被覆物を と り ，

床面を精査 し ， 写真撮影平板測量を行な い ， こ

れ と 平行 し て ， 土器 （火つぼA , B) の発掘に
と り かか る 。

土器 Aは径29翠深 さ 約23翠程埋没し て い て ，
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ほぼ完全であ る が， 輪積み の状に亀裂が あ り ， 掘 り 上げた際に崩壊 じた。 後 日 復原を は か っ た結果は縄
文 中期の大木式 の 9に相当 す る キ ャ リ バ ー型で， 口 縁部は若干失われて い た 。 （写真参照）

土器 B （火つ ぼ B ) は A よ り やや大 き く 径30翠余の深鉢型で中腹がやや く びれ て底部が な い 。 下部約
3 分の 1 を失 っ た も の を 火壺 と 利用 し た も の で ， 残存部の深さ は約24 . 5翠で あ る 。 両土器は石 囲 み の 炉
に隣 し て 一つ の ビ 、J 卜 に並ん で埋め られ， 口 縁部の周 囲 を石で囲 ん だ も の と 思われ， ビ ッ ト 内 の 土は赤
く 焼け， 別な 中期の土器片が数片混入 し て お り ， 石器 の条IJ片 も 検出 さ れた。

土器を掘 り 上げ た後は， ビ ッ ト の深部 ま で精査 し た上， 原位置に囲み の石を復原 し た 。 石囲みの炉は
一部分断面をみた上， 原形の ま ま 保存 し し柱穴は埋め て標識の 立札を た て て現状の保存を は か り 改め て
再調査を行な う こ と と し た 。

第2次調査
昭和33年 4 月 ， 明治大学教授後藤守ー先生を迎え て実施す る こ と と な っ た。 今回は飯野町教育委員会

が派遣申 請 を 出 し ， 一切同委員会が行 な い ， 飯野町 中学校長清野潔氏が衝に 当 っ た 。
前 日 同 中学校 に おい て後藤先生歓迎の座談会を開 き ， 次の 日 氏の指導で残存 し て いた西南部を発掘 し

て周壁を確認 した後， 破壊 さ れ て し ま っ た北西 の周壁を復原 し ， 遺跡の 保存 と ， 教育資料 と するた めに
復原家屋を構築す る こ と と な り ， 後 日 同氏の設計に よ り ， 円錐形の復原家屋を構造 し て保存をはか っ て
い る 。

4 . 遺 物
日 石 器

本遺跡は石器の 出土が 少 な い 。 本町の他の遺跡は石器が相当量 出 土 し ， 特に和台遺跡は石器製造所の
異名が生ず る 程石器を多 く 出 し て い る が本遺跡は表面採集に よ っ て石鏃一箇を得た の み であ る 。 4 月 1
日 地主が発掘 の 際は長 さ 15翠程ほ ぼ三角稜の 自然石が鍬に か か っ て発見 さ れた。 表面が研磨さ れてお り
ま た腐植土層 と ロ ー ム 層 の間に平た い石が発見 さ れた よ し で あ る 。 前者は砥石か叩石であ ろ う 。 他に石
英質の剥片， 原石 と お ぼ し き も の 2 , 3 発見 さ れたのみで， 他に見 る べ き も の が な い 。

⇔ 土 器
(1) 土 器 A （火つぼA)

火つ ぼ A と し て利用 さ れ た土器は 口 径 約29浮蘭 さ 約23翠， 底部径7 .8浮の朝顔形に上半が大 き く 開 い
た ， 一種の キ ャ リ バ ー型で， 口 縁部は平 口 の よ う でやや 内傾 し て い る 。 厚 さ 口 縁部にお い て 8 ミy 中程 1
翠弱， 割に薄手であ る 。 焼締 り は普通， 底部は湿気の た めか も ろ く な り 崩壊 し て い る 。 色彩は大部分明
る い黄褐色で底部がやや黒ずむ。

文様は 9 区に分たれ， 磨消縄文が施 さ れ， 曲線， わ ら び手形の 丸い沈線が底部近 く ま で施 さ れ， 底部
は無文であ る 。 型式か ら み る と 中期の大木式 9 に相 当 す る 。

(2) 土 器 B （火つぼ B )

A に比 し て粗製で， 全般に 黒ずみ， 焼締 も よ く な く ， 胎土に細い砂礫が認 め ら れ る 。 器形は普通の深
鉢型で 中腹少 し く く びれ る ， 口 縁部は平 口 ， 径約30翠， 胴部はゆ る い ヵ ー プ で底部に及んでい る 。 残存
部の高 さ 約30学で下 3 分の 1 程 か ら 底部に か け て 欠失 し て い る 。 カ ー プ か ら推定 して復原を試み る に ，
定形の 際は深 さ 60翠位で あ ろ う か。 厚 さ は 口 縁 で 1 翠下部1 . 2翠。 文様は簡単で， 口 縁付近か ら 底部に
かけ て細長い楕円形が太 い沈線で無雑作に ほ られ， 内外 と も に単斜縄文が荒 く 施 さ れ て い る 。 こ の土器
と 寸分違はな い土器が和台 （わだい） 遺跡か ら発見 さ れ て い る （写真参照） 。

, (8) 土 器 片

こ の竪穴は他に比 し て土器片 も 少 な い の は ， 石器の 少 な い こ と と 共に注意すべ き こ と で あ ろ う 。
柱穴(8)付近 の水炭屑の 層 中 か ら 薄手の無文土器 と 隆起文， 彫刻文の あ る 土器片， 火つぼ（土器 A, B )  

付近の 焼土層 の 中 には異状縄文で胎土に繊維の入．って い る 土器片が数片出て い る 。
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こ れ ら の文様か ら み る と 前期後葉 と 火壺の土器 と 同 じ 中期の大木 9 式前後の も の と み ら れ る 。
な お上層 の腐植土 中 に須恵器の破片 と 土師器の小片が混入 して い る が， こ の遺跡には別に後世の遺跡

が重復 し て ， 曾 っ て大 き な須恵器 が発見 さ れ た と い う こ と を附記す る 。

5 . む す び

縄文式文化時代の 竪穴住居跡に ， 石囲みの炉や， 土器を 火つぼ と す る 例は多い。
従来， 奥羽南部で発見 さ れ る こ の期の竪穴住居跡は， 関東周辺の 例 と 同 じ く ， 円形の プ ラ ン で ， 石 囲み

の 炉がほぼ 中央に位 し て い る 場合が多い 。炉は 円形か馬蹄形 ， も し く は矩形に数個の石に よ っ て構成 さ れ
て い る が， 本竪穴の 炉は， 土器を利用 し た火つぼが二つ と ， さ ら に こ れに接続 し て石で構成 し た炉があ
る 。 土器を利用 し た 火つぼ と ， 石 囲 み の 炉 の 間 に は 大 き い平石が境界に斜に た て ， 3 個の 炉 が一線上に
並 ん でい る 。

複式炉について
土器を利用 し た 火つ ぼ と 石で構成 した炉が 1 セ ッ` ト と な っ て い る も の を こ こ で複式炉 と 名づけ る 。 福

島県下に は 次 の 例が あ る 。
信夫郡松川町大字水原輪台 日 向道内遺跡
安達郡二本松市杉 田字稲荷山 大沢遺跡
石川郡石川 町新屋敷

♦ 日 向道 内遺跡 （ひ な ど う じ）

（ 中期末）
（後 期）
（ 中期末）

こ の遺跡は ， 東北本線松川駅の東方 8 怜 の 山 中 に あ る 遺跡で， 地主丹野恵の屋敷内 の 畑 で昭和26年 6
月 福島考古学会が一部発掘 し た が ， 竪穴の プ ラ ン は破壊 さ れ て不明 であ る 。 中央 と おぼ し き 所に石囲み の
炉 と 土器を利用 し た 火つぼが並 ん で あ る 。 炉は， 長さ 50翠幅35翠三方を平石で囲み， 一方 （東側） を あ
け て焚 口 と し て い る 。 火つぼ の土器は 口 径23翠高 さ 39浮キ ャ リ バ ー型で， 大木式 9 ~10に属す る 。 火つ
ぼ と 炉の間には， 白 山遺跡 と 同 じ く 1 枚の平石に よ っ て 区劃 さ れ て い る 。

こ の 1 組の セ 1̀ 卜 か ら西 5 位の所に も 同 じ く 土器を埋め， 石に 囲 ん だ火つぼが あ っ た が細砕 し て複原
は不能で あ る 。 （写真参照）

♦杉田 大沢遺跡

東北本線沿線の 二本松市 と 本宮町を結ぶ 中 間 の 山 中 に あ る 遺跡で， 昭和25年 7 月 安逹高等学校生徒会
に よ り 発掘さ れ た が ， 口 径約30翠， 高 さ 42翠の土器 の 周 囲 を平石で囲 ん だ火つぼ が あ り ， こ れに隣 し て
石 囲 み の 炉 が あ り ， 火つぼ と 炉の間に は ， 前例の如 < , 1 枚の大 き な 平石に よ っ て 区劃 さ れ て い たが，
こ れ は調査未熟 の た め破壊 さ れたが残存部の写真に よ っ て確認 さ れ る 。 なお土器 も 破壊 さ れて現存 し な
い 。 （写真参照）

♦新屋敷遺跡

石川町の西方 8 キi:, , 阿武隈川上流の河岸段丘に 臨む畑地に あ り ， 昭 和34年 7 月 農耕 中発見 さ れた。 こ
れ も 前例の如 く 土器の 周 囲 を河原石で囲み， そ の隣に平た い河原石が垂直に た て て 炉 と 区別 し て い る 。
炉は大 き な河原石 2 枚が斜に 向 き 合い ， 中央に河原石 4 個が し き つ め ら れて い る 。 居］ 囲は火つ ぼ と 同 じ
く 小石で囲 ま れた 1 セ ッ` ト の炉 で あ る 。 こ の 遺跡に つ い て は ， 別に報告書が 出 さ れ る 予定であ る 。

以上の 如 く 僅かな例で あ る が ， 縄文 中期の末か ら後期に かけて竪穴住居跡の 中央に， 石で構成 さ れた
炉 と ， 土器を埋め， そ の 周 囲を石で囲 ん だ火つぼが 1 組の セ ッ ト と し て存在す る 複式炉 を も つ住居跡が
あ る 。

そ の う ち本白 山遺跡は ， 複式炉の う ち で も 火つぼが二つ と 石の炉 と 計 3 個が 1 セ ッ ト と な っ て お り ま
こ と に異例で あ る 。 本遺跡は昭和35年 3 月 福島 県 史跡 と し て指定保存をはか っ て い る 。
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平 市 横 山 古 墳 群 の 調 杢
ー一 内 部 構 造 小 考 ー一

渡 辺 雄

平市横 山古墳群の調査は ， 昭和32年11月 よ り 33年 1 月 に か け て数次にわた り 調査 さ れた も の で， 次の
計画に よ り 実施 さ れ た 。

発掘責任者 福島県立磐城高等学校長 橋 本 憲
発掘担当者 福島県文化財専門委員 渡 部 晴

同 赤 津 千
調査従事者 福島県立磐城高等学校 史学研究会生徒

こ の結果に つ い て は ， 次の よ う に小報告が 出 さ れ て い る 。
① 横 山古墳群現状調査中 間報告 鈴 木 重 美

司
雄

町

② 平市横 山古墳群第25 • 78号墳調査予報

® 平市横 山古墳群調査報告特集号
④ 横 山 古墳群発掘調査 中間報告書

渡 辺 誠
（考古10号 ・ 昭和32年 1 月 ）

磐城高校 史学研究会
（磐城考古第 7 号 ・ 昭和32年12月 ）
（考古10号 ・ 昭和33年 3 月 ）

磐城高校史学研究会
（昭和34年 7 月 20 日 ）

本報告書は磐城高等学校 史学研究会の O B であ る 福島考古学会員渡辺一雄氏に本命題に よ る 稿の執筆
を求め て 印刷に附す る こ と に し た も の であ る 。 （梅宮）

1 . 位 置 と 分 布

横 山古墳群は平市上平窪字横 山 お よ び富岡 に あ
り ， 小 さ な谷を隔て た 東側の 邊頁釜ヽ に も 古墳群
の分布を見 る 。

横 山 古墳群の位置は東に石森山 (225 m ) を西に
水石 山お よ び湯 ノ 嶽を望み得 る 標高約30位の平坦
な台地上に 存す る 。 南は夏井川沖積平野を 眼下に
ひ か え ， 北は丘陵 と な っ て だ ん だ ん と 欅高 を増 し
て い る 。

横 山古墳群 ・ 須釜古墳群 と も か な り 広 く 平坦 な
台地上に存す る の であ る が， 字横 山地内 に 濃密な
古墳の分布をみ る の で 「横山古墳群」 と 命名 さ れ
て い る 。

当台地は現在住宅地及び畑 ・ 果樹園 ・ 雑木林等
に な っ て い る が， 果樹園 の 占 め る 広 さ が大 き い 。

古墳総数は 100基を超す も の と 思われ る が確認
さ れた も の は78基であ り ， 小地域に か な り 密な る
分布を示 し て い る と い え よ う 。
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石城地方の古墳群として は ， 高久古墳群が有名であり数も多 い が， 総数は 当古墳群 よりかなり少な い 。
こ の点 から本群は石城地方最多数 の 古
墳群であ る る いえ よう 。

なお横山台地は土師器破片の散布は
もち ろ ん の こ と， 縄文中期 ・ 晩期お よ
び弥生の土器破片の散布もあり， 古墳
封土中 よりも多数の 縄文土器片を採集
しており， 先史時代 より生活地として
利用 して いたと考えられ る 。
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2 . 遺 跡 の 概 況

当古墳群が果樹園の 拡張新設や開墾
に よ っ て荒廃し墳型はもち ろ ん の こ と
そ の 実数す ら も明確でなく なって い る
現状を傍観し得ず， 磐城高校史学研究
会は ， 昭和31年 5 月 よ り 7 月 にかけて
4 回に わた る 表面調査を行 な い ， 古墳
の 実数調査と所在の確認を試みた。 そ
の結果横山地内 では総数67基の う ち未
発掘と思われ る の は 2 基しかな い こ と
を 知り驚い た。

ほ ぼ原形をと どめて い る もの18基，
欠損して い る もの14基， わずかに痕跡
を残すもの19基で， 全く封土が なく破
壊され平坦 となって し ま ったものが16

基もあ る こ とがわか っ た。
しかも 日 一 日 とな しくずしに破壊は続けられ る の で， こ こ に発掘調査を行な い記録にとどめ る べ く 計

画をたて た わけであ る 。
当古墳群の盗掘は遠く 明 治 9 年頃ま で遡り得， 明 冶11年には県が大須賀筍軒先生に命 じて 調査を行 な

わしめた こ とがあ っ て ， そ の後も度 々 盗掘が続い た の で， いかな る 副葬品があ っ たかその大部分が不明
であ る 。

しかして 当古墳群の破壊褒面史には幾多の話題もあ る が， こ こ に記すには余裕もなく本意でもな い の
で省略したい。 '

発掘調査は現状調査の行 なわれた翌32年11月 より33年 1 月 にかけて数次にかけて行なわれた 。 発掘調
査古墳数は 7 基で何れも既盗掘で石室 ・ 石棺等の 一部露出して い る ものを選んだ。

査

横山古墳群はすべて 円墳で， 周洩を確詑 したもの は 1 基のみであ っ た。 IO m 以上は 当古墳群では大き
い方であ る から小規模な 円墳の密集群であ る といっても過言では あ る ま いと思 う 。

前記資料を参照す る と， 21号墳は長径6 . 3 m , 高さ1 . 5 m で内部構造は不明。 25号墳は長径12 . 8 m , 高
さ1 . 4 m で， 組合式箱型石棺であ る 。 68号墳は長径12 . 6 m , 高さI . 4 m で石室はくずれて い る が横穴式石
室 と 思われる。 76号墳は封土なく， 組合式箱型石棺であ る が， 床面 より30 m ま でのみ残存し て い る のみ
である 。 床面には 5 c1ll の 厚さで砂利を敷いてあり， 棺内西側 よ り直刀 1 本が発見された。 4 号墳は長径
14 m , 高さ 2 m で横穴室石室で鉄鏃ら しき物があ っ た。 77号墳は蓋石が露出し側壁は一部なく な っ て い

3 . 発 掘 調
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る が， 小 口 積切石横穴式石室 と 思われ る 。 78号墳は現地表上に蓋石の 一部が残存 し地表下に積石式縦穴

石室 と し て遺構があ っ た。 室 内 よ り

人骨片数片• メ ノ ウ の 曲玉 1 ケ • 刀子

1 本の 出土があ っ た。 な お石室内 土

砂排除中 円筒埴輪片がい く つ か発見

さ れ ， 付近に散乱 し て い た破片 よ り

ほぼ完全 な 円筒埴輪 2 ケ を復原 し得

た。 し か し該埴輪 が何れ の 古墳 と 関

連を有す る も の か は不明 で あ る 。 な

お 4 号墳 • 77号墳 • 78号墳に つ い て

は次項で少 し く わ し く 述べたい。
遠物 と し ては 以上 の他に伝聞 と し

て耳環 ・ 鈴鏡 ・ 須恵器等があ る が確
認で き な い 。 しか し土師器 ・ 管玉類
は硯在所有 し て い る 人 が あ る の で確

認 し得 る 。

横

山

4

号

墳
（

靡

翡
糀
発
掘

塁＂
中
間
報
告
竺

）
 

24-0 

4 ． 内 部 構 造

発掘調査 した 7 基の う ち 21号墳 と 68号墳は 内部楷造が崩壊 の た め よ く 知 り 得 な い が ， ほ か の 5 基につ
い て は比較的良 く 残 っ て い る の で こ れ を 中 心に し て い さ さ か述べてみた い。 さ い わいに し て ， こ の 5 基
は何れ も 同 一 の 内部構造 では な い の で横山古墳群全体が ど の よ う であ っ たか の推論は避け る こ と に し て
も興味あ る 問題 と 思 う 。

今ま で し ば しば石室や石棺の考察に あ た っ ては その遺物 と の関連において比較研究がな さ れ て き た が
当古墳の ご と く 既盗掘 の場合に は現存 した遺物の重要性は 当然 と し て ， それの みであ っ た と 考え る こ と
は危険であ ろ う と 思 う の で慎重に扱い た い 。

それで， 自然石室お よ び石棺に そ の 主眼を置 く こ と と な る 。
5 基の う ち ， 25号墳お よ び76号墳は個れ も 石棺 と 呼ばれ る も の で あ り ， しか も 組合式 と い う 点では同

類であ る 。 由来石城地方では石室があ っ て石棺が内蔵 さ れ て いた例は な く ， ただ一つ横穴式石室 内 に 陶
棺が あ っ た 勿来市後 田源道平古墳が知ら れ て い る の み で あ る 。

高久古墳群中の天神塚か ら は横穴式石室に 拷抜石棺 と 思われ る も の があ っ た と い う 報告が あ る が ，
の程度 ま で確か かわか ら な い 。 し か し石室 内に 石棺が あ っ て も 不思議で な い こ と は 当然であ る 。

二つ の 組合式石棺 で異な る の は床面であ る 。 側壁は板状の長い岩を組合わせた も の で， 25号墳は長 さ
1 . 75 m で ， 幅は最大で0 . 32 m で小柄であ り ， 76号墳は長 さ 2 . 4 m 幅1 . 1 m で大 き い が こ こ に根本的差異を見
出す こ と は で き な い 。 しか し床面をみ る と 25号墳は 7 ケ の側壁同様の三沢砂岩の板状の も の を な ら べ て
あ っ た が東奥壁に接す る 部分は現存 し て な か っ た。 一方76号墳はや や広い床面に 一面砂利 を敷 き つ め て
あ っ たが， 直刀は砂利に接 し て は い な い の で あ る い は砂利層の上に砂か土をかぶせ てあ っ たか も 知れな
い が， 攪乱後であ る の で直刀 の位置 も 原位置で あ る か ど う か疑わ し い 。 床面に砂利を敷い た例は 横穴式
石室 な が ら ． 高久天神塚墳 ・ (

I ) 勿来市後田源道平古墳 ( 2
) があ り ， 真野古墳群に お い て も 砂利小石を敷 く

の を常 と す る 古墳があ っ て ( 3 )特異な形態 と は い え な い と 考え られ る 。
遺体埋葬の形態は， 76号墳 では ど の よ う に 置 かれ たか， 23号墳の ご と き 狭い小 さ い も の ほ ど う で あ

っ た ろ う か 。 幅の最大が32cm しか ない 点か ら考え て ， 仰臥伸葬は不可能 であ り ， 横臥伸葬 し た も の と 考
え て い る 人 も あ る が ， 筆者は石棺の深さ が床面か ら わ ずか24cm し か な い と こ ろ か ら 考え て み て も ， 成人
の横臥伸葬 も 無理で， 年少者では な か っ た ろ う か と 考え て い る 。

なおかか る 組合式箱型石棺は， 郡内各地にみ られ る が ， 高久201号墳 ・ 豊間101号墳 では数体の遺体を

ど
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横 山 古 墳 群 調 査 一 覧 表

墳号l 墳 形 I 石 室 及 び 石 棺 状 態
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葬 っ て い る 家墓的意味を持つ も の であ っ て ， （ 4 ） 当25号墳の ご と き も の と 内容を 少 し 異にし て い る 。
次に 4 号墳 と 77号墳に つ い て考え てみたい。 4 号墳第 1 図は奥壁か ら 玄門 ま で 2 . 6 m 玄門か ら 羨門 ま

で 1 . 8 m 玄室 の 奥壁幅 1 . 2 m 床面か ら 天井 ま で2 . 2 m の横穴式石室であ り ， プ ラ ソ は玄門か ら 奥壁 ま で大
体直線であ り 笏状 を な し ， 羨門 入 口 は両側壁の 石がせ り 出 し て あ り ， 羨門 と 玄室の 区別ほ床面上十数cm
の

高
さ で細長い石をや や玄室内に傾けて 立 て て あ る の で区別で き る 。 床面上の側壁す な わち下部は比較

的大 き な 岩を大 ・ 小種 々 の 岩で乱積 し て あ る 。 床面に は あ ま り 厚 く な く 玉砂利が敷い て あ る 点 ， 76号墳
と 同様で あ っ た 。 南北に 石室は 向 い て お り 入 口 は南側に あ る 。 77号墳第 2 図 は一部崩壊 し て い る の で全
容をつかめ得な いが 4 号墳 と 同様の横穴式石室で奥壁両側に接す る 側壁下部に大 き く 長い岩を置い て そ
の上に岩を積む形は 4 号墳 と 同様であ る が， 切石積みに な っ て い る 点整美な感を持つ。

天井石を の せ てあ る 点 も 4 号墳 と 同 じであ る が ， 羨道の 天井が ど の よ う に な っ て い たかは破壊 さ れ て
い た た め不明確で あ る 。 石室 の 向 き は略東西を示 し て い る 。

奥壁の 構造を考察す る には両墳には類似点 と 相異点 を
見

出す こ と が で き る 。 類似 し て い る 点 は側壁下
部に も 大 き い岩を置いた の と 同様の 手法で ， ま ず土台 と し て 大 き な 岩を置 き ， そ の 上に 次 の 岩を積み重
ね る よ う に し て あ る 。 案ず る に 石室構築の 際ま ず

平
面上に側壁お よ び奥壁を置い て プ ラ ソ を確か め た上

に ， 次 々 と 積石 し た も の で な か ろ う か と 考え て い る 。 異な る 点に つ い て み る と ， 4 号墳では第 1 図 にみ
る ご と く 土台 の 奥壁が 2 ケ あ る こ と であ り ， し か も 東側 の小 さ な土台 の 岩は何か あ と か ら な お し た よ う
に も 考え ら れ る 。 大 き な岩を の せ た西側の 奥壁に 中心があ っ て東側は拡張 し た よ う に小 さ な 岩を積み重
ね て あ る の は何を意味す る で あ ろ う か。 単 な る 岩の加減か ら か と も 思われ る が 次 の よ う には考え ら れ な
い で あ ろ う か 。 最初に プ ラ ン を考え る 時に 一応東側 の み の 奥壁を置 い て 天井石 ま で作 っ た 。 し か し何か
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の都合で， ー全 く 想像であ る が木棺や あ る い は数体の選体を お さ め る には小 さ す ぎた一大 き く す る 必要
があ り 東側を拡げ た と 一。 第 1 図に も 見 る ご と く 天井石 も 西側 の大 き な も の と 東側 の 小 さ な も の と は こ
れを さ ら に確かには し な い で あ ろ う か。 77号墳はいわゆ る 土台の岩©奥壁に も 平坦な面を用 い ， その上
に やや小 さ な岩を 2 ケ の せ， そ の さ ら に上に数 ケ の小さ な岩を の せ て 天井に続い て い る こ と は第 2 図 で
伺い見 る 通 り であ る 。

奥壁に ど の よ う な形の岩を樹い て あ る か を横穴式石室で 当地方の例を見 る と ， 勿来市金冠塚古墳 ( 5 ) で
は大 き な 一枚岩であ り ， 昨年調査 さ れ た 勿来市四沢住吉の古墳 も 同 じ く 一枚岩で あ っ た 。 磐城史談の金
沢邦男氏の報文 と ス ケ ヅ チ に よ れば， 高久天神塚や牛転古墳は積石を し て い る よ う に見え る が不正確で
あ る 。

最後に78号墳につい て述べ て み た い 。 積石長方石榔 と ふつ う 呼ばれ る 形の も の で， 石城の 古墳に お い
て は こ の よ う な形 の も の を ま だ知 ら な い 。 こ と に興味を ひ く の は竪穴を地下に設け た こ と であ り 天井石
が地表土に あ っ て ， 深 さ は1 . 2 m で あ る 。 真野39号墳 も 箱型石室を地下に設け て い る 。 80余個 の 自然砂
岩石を両側壁に積み重ね両奥壁は やや大 き い石を立て る よ う に し て数ケ積んであ る 。 そ し て粘土 と 小石
を混 じ て 目張を 一 面に な し天井石の 周 囲に も 固 く それが あ っ た と い う 。 地表下に あ る 遺構に伴な う も の
で あ ろ う が， 粘土に よ る 目張は普通的な も の で珍 しい も の でな い こ と は熟知 の通 り で あ る 。 しか し石城
に おい て地下に かか る 石榔を設け た例を見 な い の で ， 貴重な 資料 と な っ た。

以上主 と し て古墳の 内部構造を 中 心 と し て述べ， そ の 奥壁の状態につい て い さ さ かの推考を試みた。
最後に横山古墳群 と 取 り 組ん で 4 年絶ゆ ま ぬ努力 と 研究を重ねつつ， その結果を 4 回にわた っ て報告

文 と し て発表 し た責任感 と ， 磐城高校史学研究会の チ ー ム ワ ー ク に感謝の意を表 し た い と 思 う 。 ま た終
始変わ ら ず調査に御指導御助言下 さ っ た指導者の 各先生に も 深い感謝を捧げ る 次第であ る 。

註 1 .  「第 1 次高久古墳地帯調査概略」 金沢邦 男岩磐史談 2 巻 4 号 （昭和12年）
2 .  「陶棺発見 の東北の 一古墳」 滑川広之考古学雑誌 4 巻 3 号 （大正 2 年）
3 .  「真野古墳群調査概報」 藤田亮策史学23巻 3 号 （昭和23年）
4 .  「石城に お け る 古墳時代 の石室 と 棺⇔」 渡辺一雄 考古10号 （昭和32年）
5 . 「金冠塚調査」 成 田 克俊 岩城史談 （昭和30年）

楕ム 78 9 頃 （ 繕9氏名 古 ・ オ 7 9 )  

- 25 -



勿 来 金 冠 塚 古 墳

勿 来 金 冠 古 墳 全 景

人 骨 出 土 状 況

横 穴 式 石 室 内 部

撚 付 椀 出 土 状 況
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勿来市金冠塚古墳調査慨報

成

梅

田

宮

克 俊

茂

本古墳は文化財保護委員会発行の埋蔵文化財要覧日に福島県 山 ノ 上古墳 と し て所載 さ れ て い る も の で

あ る 。 こ れは最初の報告に地番の 誤があ っ た も の で， 改めて後藤守ー先生に よ り 金冠立挙が 出土 し た故

を も っ て金冠塚 と 命名 さ れ た も の であ る 。 昭和25年11 月 石室実測図作製中埋蔵物が あ る こ と が 確 認 さ

れ， さ ら に昭和28年 5 月 後藤守ー先生を招いて再調査を行な っ た も の で， 出土品は国有品 と な っ た も の

の 外第 2 次調査に よ り 発見 さ れた も の ： i 明 治大学の 先生の研究室に保管 さ れ て い る 。

本報告書は後藤先生監修に よ り 出版 さ れ る 予定であ っ た が事清があ っ て後 日 出 さ れ る こ と に な る の で

取 り 敢えず慨報 と し て本書を 出 し ， 副甜品 の 実測図や詳細の論考に つい て省略す る こ と と す る 。

本調査は福島考古学会員 であ り 当時 勿来 中学校教諭であ っ た成 田 克俊君が執筆 し ， 発掘担当者 と し て

加箪の上共同報告書 と し て刊行す る も の であ る 。

福島 県社会教育主慕 日 本考古学協会員 梅 宮 茂

日 古 墳 の 位 置

金冠塚古墳は， 福 島 県 勿来市錦町大宇中 田字堰下に あ る 。 常磐線植田駅 よ り 南 2 キロ位呉羽化学 K Iく の

社員寮に近い鉄路に添 う て洵抜 2 院の 砂丘にあ っ て ， 高 さ 3 信， 経30位の 円墳であ る 。 封土 中 に松な ど
の常緑樹が多少生 え て い る 。

こ の 砂丘上には ， 植 田 町 よ り 勿来関で有名 な 勿
来町に通 ず る 道路が南北に走 っ てお り ， こ れ を併

‘ -- ＇ ，： ＇ •• ,•、'”“ど： ＇むi • \A ; ．t , 円‘念→． 9·t'や
＾

i&��nrr
行 し て 走 る 常磐線の両側に七基の 円墳が点在 し て
い る 。 北側 よ り 大塚， 飯盛塚， 釈迦堂塚， 糠塚，
王子塚， 落合塚， 金冠塚が あ り ， こ れ ら を土地の
名 を と り 中 田 古墳群 と 呼ぶ。

錦町大字中 田 を 中心 と し て ， 錦町大字江粟， 大
字長子には横穴古墳があ り ， 北に隣接す る 植 田 町
大字後 田 に 円墳群， 大字仁井 田 に は前方後円墳，
大字添野に横穴， 大字岩間には 円墳及び横穴等が
あ る 。 ま た錦町に蛭田 川 を境に南接す る 勿 来 に
は ， 大字関田 に横穴群 ， 大字白米に 円墳群が あ る 。
植田町大字後 田 字源道平の 円墳 よ り は丸玉 ，小玉 ，
直刀な ど と 共に21脚を有す る 東北唯一の 陶棺が出
土 し ， 付近には形象ハ ニ ワ が多 く 前方後円墳 も あ

る 。 錦町の飯盛塚， 落合塚， 糠塚な どか ら は ， 組

合せ式石棺 ， 直刀 ，須恵器が 出 土 し た と いわれて い

る が， 出土品， 出土状況が不明 であ り ， 今回 も こ

れ ら を再調査す る 暇がな く ， 金冠塚 と の 関係を知
る こ と が で き な か っ た の は残念であ っ た。
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⇔ 調 査 の 経 過

金冠塚の 存在す る 一帯は40数年前 よ り 開墾 さ れ て い る が ， 昭和11年 ク レ ハ 化学工業株式会社が こ の地
に建設 さ れ た た め ， 工場及び住宅敷地 と し て 今 日 に及んでお り ， こ の た め付近の 土地は建造物の敷地 と し

て ま す ま す利用 さ れ， 中 田 古墳群 も こ の ため封土を失な い ， 石構の痕跡 も 鰈われな く な り ， 遠か ら ず全
古墳の 姿 を 没す る こ と が考え ら れ る 。 そ こ で錦町 では， 県教育委員会， 福島県学生考古学会に学術議査
を 依頼 し， も っ と も 急を要す る 金冠塚の実測図作製を始め た 。 金冠塚ぱ 周 囲 が 畑 と な っ て お り ， 西側は
墳」元の 一部が開 墾 さ れ た た め崖状を呈 し， 東側， 北側は原形を保ち南側は盗掘に よ り 攪乱 さ れ， 羨門の
一部が開 口 し て い た 。 高 さ 1 は50浮及び 2 位に お い て 段を な し ， 封土ぱ23度前 後の 傾 料を示 し て い る 。
浩］i皇を確認す る た めに 周辺を ヒ

゜

、ッ ト ・ ト レ ソ チ に よ り 調査 し た が 明 ら か で な い 。

昭 和切年， 墳丘の 中央部；こ貯蔵穴 を掘 っ た時石室の 天井石に 当 っ た の で， こ の 犬井石を掘 り 上け た と
こ ろ ， 石室に は 砂が一ばい 7＼ っ て お り ， 天井石下60学佐の深 さ に お い て ， 頭骸骨 2 人分， 直 1J l を発見
し た が人骨があ っ た た め ， その後手を ふれ な い で い た 。 後 こ の石室は 乞 食 の 住む と こ ろ と な り ， 戦争中
は付近の 人 々 が， 防空壕 と して利用 し た た め石室内がほ り 下げ ら れ， 天井石 よ り 1 位20学 の 深 さ ま で土

地の人 々 に よ り 掘 ら れ て あ っ た 。
調査は昭和25年11 月 4 , 5 日 の両 日 梅宮が調査担当者 と な り ， 成 田 は奉職 し て い る 錦町中学校及び磐城

女子高校， 湯本高校の生徒有志の協力を得て， 平板測量を行な い ， 石室の 実測に かか っ た。 ま ず石室 内

部の 砂を除去 し て 底部を確認 し よ う と し た と こ ろ ， 人骨， 金属類が 出土 し た の で， 改め て 副葬品 の発掘
に か か り ， 所定の調査を 了 し た 。 石室は さ ら に 羨道部に の び る 可能性があ り ， そ の た めには落盤を除 く
必要が あ る の で一応調査を 中止 し， 改めて再調査を計画す る こ と と し た。

第 2 次調査は， 昭和28年 5 月 3 日 か ら 1 週間にわた り ， 明 治大学教授後籐守ー氏， 助手大塚初重氏を

迎え， 梅宮， 成 田 の外に佐藤一， 長谷川辰雄を加え ， 錦町役場が主体 と な り 前記学校生徒の協力を得て
実施 し た。

国 調 査 の 状 況

0 石 室

金冠塚 の 内部構造は ， 第 1 次調査では ， 詳細に判明 し な か っ たが， 第 2 次瀾査の結果， 前室， 後室の
複室 よ り な っ て い る 横穴式石室で後室は幅 1 盆54浮， 長 さ 2 盆， 前室は幅はややせ ま く 1 t元44浮， 長 さ
2 位 5 翠， 高 さ 1 姦70翠， 羨道は後室 と 幅大差な く ， 幅 1 盆36翠， 長 さ 3 盆30翠 ， 高 さ 1 佐40望であ り ，

石室の 長 さ 7 位59翠で本県において発見 さ れた横穴式古墳では最 も 長 い石室であ る 。
石の質は福島大学三本杉巴代治教授の鑑定に よ る と ， 班糊岩， 泥岩質頁岩， 凝灰質頁岩な ど よ り な

り ， 天井石は 3 枚の磯石 よ り な っ て い る 。

0 出 土 状 況

第 1 次調査は玄室のみを発掘 し た。 天井石 よ り 1 盆35学に おいて人骨片 出土を見たが， 1 佐45学にお

い て頭骸骨 2 , 須恵器台付長頸堆 1 , 瓶 1 が出土， こ の下に 厚さ 2 浮位の板状の砂岩が敷い て あ り ， こ
の下に砂を 一ばい敷 き つ め こ の下15翠ぐ；；； よ り さ ら に頭骸骨 5 人分をは じ め 多数の人骨が出土 し た 。 こ の
下には 前 と 同 じ よ う に ， 砂岩の板石が敷い て あ り ， 砂岩の板石の下25翠位に お い て頭骸骨 2 人分， 人骨

片多数が， 骨製品 1 , 全銅製飾金具 3 , 金環， 骨鏃， 金鋼製大刀の残欠， 刀身， 馬具， 桂甲 の小札， 土
師器片， 硝子製小王， 管形金鋼製品， 金糸片な ど 出 土 し た 。 こ れ ら の遺物の下には， 前 と 同 じ よ う に砂
岩の 板石が敷い て あ り ， 遺物が 3 層 よ り 成 っ て お っ た こ と は， 重葬に よ る た め で あ ろ う 。
後室は， 天井石 よ り 1 位85学に お い て最後の遺物層があ り ， こ の下に あ っ た砂岩の下 よ り は 一片の遺物

の 出土を見な か っ た と こ ろ か ら こ れが床面 と 考え られ る 。 こ の床面は墳丘の地平面に接す る レ ベ ル と 同
ー で あ る か ら ， こ の墳丘は地面上に石室を組み封土を盛 り 上げ た も の と 想定 さ れ る 。
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前室 と 後室の境は頁岩に よ っ て さ え ぎ ら れ て い る が， 玄室は割石に よ っ て積ん であ っ た。
昭和28年 5 月 3 日 よ り 1 週間にわた る 第 2 次調査は前回に引 き続 き未調査であ っ た羨門に沿 っ て発掘

し た 。 羨道 も 前室 も後室の床面に 相当す る深さ に お い て遺物層に逹 し， 前室 よ り 鉄製の 倒卵形鍔 1 , 直
刀片， 鉄鏃 8 本， 金銅製責金具 1 , 辻金具 2 , 琥珀玉 1 , 黒色蓋付椀 1 , 人骨 2 人分桂 甲及び兜が出土
した。 こ れ ら の 中， 桂 甲 は羨道か ら 出 土 し た が， 羨道か ら遺物が出土す る 例は稀であ る 。

（四） 遺 物
本古墳 よ り 出土 し た遺物は総て文化財保護法に よ り ， 埋蔵文化財に指定さ れ， 国庫に帰属 し ， 第 2 次

調査の 出土品は明大の後藤守ー先生の も と に保管 中 で， こ の詳細に つ い ては ， 後 日 改めて報告 さ れ る こ
と に な る の で， 今回は第 1 次調査の も の に つ い て報告す る こ と と す る 。 因に 国庫に所属 し た遺物は 次 の
と お り ( 1 )

遠 物 品 目
(1) 金銅製飾金具 3 個
(2) 金銅製鞘装具破片 1 個
(3) 金 環 1 個
(4-) 管形銅製品 5 個
(5) 金銅製責金具 2 個
(6) 金銅製線条片 1 括
(7) 刀身残片 1 個

詳細に つ い ては後 日 報告す る こ と と し， 代表的な も の 数点 につい て記そ う 。

⑧

⑱

⑩

⑪

⑬

⑬

 

桂 甲 残片
ガ ラ ス小玉
骨 製 品
骨 鏃
須恵器井
馬具断片

個
個
個
個
個
括

6
1
1
8
2
1

 

ー

金 銅製飾金具 3 個は天冠 の立挙 り 金具 と み ら れ る 。 飛燕形の も の 2

個 と ， 他は違い棚状を呈 し た角形 1 個 で， 各 々 三角形の透彫 と 唐草模様
が毛彫 さ れて お り 飛燕形は長 さ 11 . 6~11 . 9翠， 最大幅10翠， 角形は長 さ
10 . 3翌 幅 6 . 1浮共に 厚 さ は 6 ミ.!)ぐ元の金銅製の も の で あ り ， こ れ ら が散
在 し て 出 土 し た と こ ろ か ら ， 以前攪乱 さ れた形跡が考え られ る が ， 金線
条片や管形鋼製品 （長 さ 0 . 5~0 . 7撃） 及び硝子玉が出 土 し た こ と か ら 頂
上の小穴に下げて あ っ た要路 と 恩われ る 。

金銅製双魚侃の 出土で有名な 磁賀県高島郡高島町暢稲 荷 山 古 墳 よ り
は， 幅の広い 帯状鉢巻の上部に 3 個の花形の立挙を付け， 裏面は布をは
り ， 随所に硝子玉や絹糸の飾 り を つけ， 所 ど こ ろ に 魚形 と 心葉形の要硲
を下げた も の が出 土 し て お り ， ま た群馬県佐波郡上陽村大字小王二子山
古墳出土の金銅製山形立挙に心葉形の要玲をつけた冠が出土 し た例や，
茨城郡駒形出土の冠 の あ る 埴輪， 韓国の金冠塚出土の金冠か ら 考え て ，
こ の 古墳出土の金冠 も 同一系統の も の と 見 ら れ る 。

本県に お い て は， 重要文化財指定 の磐城高等学校保管の埴輪男子胡坐
像は （写真参照） ， 平市高久の 神谷作古墳出土であ る が， 鈴を つ け た三
角形の飾 り をつけた， は な や か な 天冠をかぶ っ て お り ， 相馬市八幡の 古
墳か らは， 静岡賤機山古墳出土の金銅製冠帽金具 の残欠 と 同 じ も の が発
見 さ れた例があ る 。 ( 2 )

他に金銅製 品には， 鞘装具破片 と 責金具があ る 。 鞘金具は現長18学の
刀身断片に， 長 さ 6 . 2翠幅4 . 3翠の金装を施 し て い る が柄頭その他は な い

金環は 1 個のみで， 径2 .9翠あ る 。
骨製品 本出土品 中特異な も の と し て ， 2 踵の骨製品があ る 。 一つは骨鏃 8 個で長 さ 15~ 3 翠で， 県下
田村郡田村町大善寺古墳か ら鉄鏃 と 共に 出 士 した骨鏃 と 同形であ る 。 ( 3 ) 他の骨製品は， 第 1 次に 1

g0~ 

（天冠をつけた人物埴輪）
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個， 続いて第 2 次調査に お い て も 前室か ら発見 さ れた 。 前者は， 片面を平坦に ， 他面は蒲鉾状に ふ く ら

み の あ る も の で， 長 さ 14 . 4翠， 幅1 . 9翠， 厚 さ 5 勺後者は やや小さ く 長 さ 8 翠， 幅1 . 5翠， 厚 さ 3 り であ
る 。 前者に は 一端に 「十」 と 「三」 の 形の 陰刻が あ る 。 用 途 も 明 か で な い の で， 単に骨製品 と す る 。

珪 甲残片は第 2 次調査にお い て さ ら に 多数発見 さ れ たが他に兜が 出 士 し て い る が ， 小札 の 大 き さ は長
さ 6 翠， 幅 2 翠 5 り で兜は桃実形 と 思われ る が， 復原 さ れ て い な い の で詳細は略す る 。

須恵器准 1 個は長頸堆で胴部に 自然釉 の あ る 普通 の 形で， 高 さ 25 . 2翠 口 径10 . 5浮， 他は高台付長頸
壺， 頸部に浅い二条 の線， 胴部に二条の線 と 波形 の文が彫 ら れて い る 。 高 さ 高台共23 . 2翠。

土器は こ の 他に士師器破片 と 蓋付椀があ る 。 黒い漆を塗布 し た よ う に 内 外共に黒 く ， 表面は光沢があ
り 磨かれた よ う に美 し い。 時代は下 る が ， 県下では郡山 市円寿寺蔵の 同市七 ツ 池出土 の二彩釉水瓶に伴

出 した香炉形瓦器が あ る 。 ( 4) こ の他に 馬具断片， 辻金具等が あ る 。
妓後に人骨の問題であ る が ， 1 個 の石室か ら 13人分 の 人骨が出土 し て い る 。 こ れは栃木県足利市公園

の 横穴式石室か ら 12人分の 成人 と 2 人分の 子供 の人骨が 出 土 し た例に次 ぐ も の で， 県下で は西白河郡中
島村二子塚の横穴墳が ， 古い人骨を奥壁に片つけ て ， 次 々 と 葬 っ た例があ る 。 家族墓で， 童葬 し た例 と

し て も 貴重であ る 。
た だ し ， 盗掘の 際 2 人分の 人骨が と り 捨 て ら れ， そ の後 も 攪乱 さ れ て い る の で， ど の 人骨に ど の 副葬

品が伴な っ た かは 明 か で な い 。

国 む す び

金冠塚古墳の 示す特徴を あげてみ る と ， 日玄室が複室であ る こ と 。 ⇔玄室 と 羨道に お い て幅の 差が余

り な い こ と 。 国一つ の 石室 よ り 13人分の 人骨が 出 土 し た こ と 。 （四）金鋼製天冠立挙 り 金具が出 土 し た こ と

国骨鏃等 の 骨製品が 出 土 し た こ と
休）羨道 よ り 遠物が 出 土 し た こ と 。
囮遣物層が三層か ら な っ て い る こ
と 。 な ど が あ げ ら れ よ う 。

本古墳は ， 石室 の 憚造か ら み る
と 古墳最盛期の 横穴式石室であ り
羨道の長い点， 本県古墳の 形式か

ら み る と ， 比較的古 い も の よ う で
あ る が ， 出土品 か ら み る と ， 馬具
があ り ， 土器 の 形式か らみて も ，
古墳時代後期に属す る も の と 見て
大 き い誤 り はな い よ う で あ る 。

本県 の 古墳文化を 通観す る と ，
陶棺 勿来後 田古墳出土 （松本友之複原 ） 真野古墳49号円墳や， 田 村町正直

の 木炭櫛 を有す る 円墳等古 い時期に属 す る も の は， 畿内 の 古墳時代中期 の 前葉頃に 当 り ， こ の 頃か ら ，
古墳文化が発達 し て き た も の で あ ろ う 。

末期 古墳 と し て は ， 蕨手刀 と 共に骨壺を 出 し た信夫郡信夫村大字平石の ア カ 、ン バ 古墳や和銅開宝銭を
出 し た岩手 ， 山 形等の 古墳 と 比較す る と ， 金冠塚は ， 東北地方 の 古墳文化の 最盛期 の も の と 見て よ か ろ う 。

こ の時代に つ い て ， 従来 の 歴史に よ れば， 東北地方は蝦夷 の住む未開 で野蛮な土地 と い われ て い た が

こ の 金冠塚の 出 土 品 を は じ め磐城高校の 天冠を有す る 埴輪， 陶棺を 出 土 し た後 田 古墳 （写真参照） ， 東
北各地の古墳の 出 土品 か ら 考えれば， 中央よ り 遅れて はい る が ， 高度の 中央文化が相 当古い時代に北上
し て伝播 し， 一つ の文化段階を形 し 成 て い る の で， 大和地方 と 甚だ し く 相違 し た文化の 所有者の 住 ん だ

地方 と ， さ げずんで考え て い た 史観を改めて是正 す る 必要が あ ろ う 。 こ の 意味に お い て 本古墳の も つ文
化史的意義は高 く 評価 し て よ い 。
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（附記） 本古墳は 昭和30年 2 月 4 日 附を も っ て ， 福 島 限 史跡に指定さ れた。

注 （1) 文化財保護委員 会編 埋蔵文化財要覧 1 '
(2) 人類学会雑誌第16巻第181号大野延太郎 「磐城線10 日 の 旅」

後藤守ー， 斎藤忠共編 静岡賤機山古墳
(3) 梅宮茂編 「福 島県発見の埋蔵文化財図録」
（4-） 江坂輝弥 「郡山市七 ツ 池の 三釉 出土遺跡につい て 」
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田 村 郡 御 代 田 古 墳 調 査

佐 藤 雄 =

 

群

昭和30年， 福島考古学会では梅宮茂の責任に お い て下記の澗査を行な っ た。

所 在 地 田村郡田村町御代 田字中林188

調査月 日 昭和30年12月 17, 18 日

調 査 者 佐藤雄寿 ・ 目 黒吉明 ・ 成 田 克俊 • 石井寛冶 ・ 守 山 中学校長大江栄， 及び郡山商業学校生徒

概 況

郡 山市の 東南阿武隈川東岸の 山地で， 近 く に正直古墳群， 御代 田祭祀遺跡等が あ る 。 附近の青年が石

室露出 を発見 したが， す でに 古 い 頃に盗掘 さ れた形跡があ っ た。

石室は地下に構築さ れ， 実測図の と お り ほぼ南北の 方向に割石を積ん だ竪穴式石室で， 底部の長 さ 約

3 . 4盆， 幅奥壁に近 く 1 . 25佐， 深 さ 0 . 5~0 . 7盆あ っ た ろ う 。

中央部に二枚の 板石で前室， 後室に二分 さ れ， 奥壁に近い石室に は大 き い 石， 前室に は小石を し き つ

め ら れ， 前方 （南） に羨道 と お ぼ し き も の があ り ， こ れ を 含め る と 全長約 6 位であ る 。 天井石は破壊 さ

れ て不明。

割石に 近 く 円形の 石製模造品 （鏡か） 1 箇 と ， 奥壁近 く か ら銀被せの耳飾 り が 1 箇， 他に土師器破片

が あ っ た。 竪穴式石室であ る が， 横穴式石室の影響を受けて羨道を有 し て い る 点 か ら ， 古墳時代後期に

属す る も の で あ ろ う 。
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会 津 上 野 尻 遣 跡

上 野 尻 遺 跡 全 景 （鉄道 の右端は 阿賀川 であ る ）

出 土 土 器 横 倒 し に 出 土

こ の 上に逆に伏せた土器 が あ っ た 土器 片 で囲 ん だ も の



上 野 尻 遺 跡 出 土 土 器 実 測 図
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印刷の都合で， さ らに ½ と しfこ の で， 実物は本実測図 の12倍であ る 。

（注） 縮尺％ と な っ て い る が，



会 津 上 野 尻 遺 跡 調 査
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◇位 置

福島県耶麻郡西会津町群岡字上野尻東林崎3093の 1 。
地理調査所発行 5 万分の 1 の地 形図 「野沢」 の上野 尻駅 （かみ の じ り ） の北 400はに 阿 賀 川 を渡 っ

て柴 崎に逹す る 橋 梁が あ る 。 こ こ に は上野 尻発電所が建設 さ れ て お り ， 磐越西線 と 道路 と の交叉点 が
本遺跡であ る 。 こ の地域は， 会津盆地 と 越後平野を つ な ぐ地点に位 し ， 越後 山脈を東西に貫い て流れ

る 阿賀川 の 沿岸に あ る 。 一帯は丘陵 ・ 山岳地帯であ り ， 磐越西
線 と 国道が併行 し て阿賀川に添い， こ れ ら の両側に わづかに耕
地が開け て い る 。 両側に高位 ・ 中位 ・ 下位の 3 段の 河岸段丘が
み ら れ， 遺跡は 中位河岸段丘に 当 り 海抜 3 百佐， 阿賀川水面か
ら約20盆上であ る 。

◇遺 跡 の 状 態

上野尻遺跡 と 称す る 地帯は相当広 く ， 半径百f元に お よ ぶ 円形
の 範 囲 内 に ， 西林崎 ・ 沖野原 ・ 五職神等は縄文中期か ら後期に
か け て の遺跡で， 土器， 土偶， 石器が数多 く 出土 し て い る 。

こ の う ち発掘地点は阿賀川岸に添 う 鉄道線路 と 道路 と が鋭角
に交叉す る 内角 の部分に 当 り ， 一段 と 高 く ， 両側か ら 削 り 取 ら れ
た 形 と な っ て い る 桑畑の 一部で， 土壊は黒色の砂質地であ る 。

こ の地点は， 前記の諸遺跡 と 異な り ， 縄文晩期， 弥生式の土器片が散布 し て お り ， 現在国立博物館に

保管 さ れて い る 。 中 空に つく ら れた特殊な土偶（福島県史跡名勝天然記念物報告書第 3 集「福島県発見石
器時代土偶図版」所載 （写真参照） は本地点 よ り 出土 し た も の と い われ注 目 さ れ て い た と こ ろ であ る 。

昭和31年 こ の地点に上野尻発電所が建設 さ れ る こ と と な り ， 本遺跡の 一部に附属建物が建て ら れ て 多
量の出土品が破壊 さ れた 。 た ま た ま 学童の手に よ り 道路際の 削 り と ら れ た 断面か ら 数個の土器が掘 り 出
された の で， こ の 調査を実施 し た も の であ る 。

現在本遺跡は調査終了後包含土層 と 共に阿賀川底に捨て 去 ら れ て ， 地形は変化 し て い る 。
♦発掘の経過
昭和31年 6 月 埋蔵文化財発掘届 を左記に よ り 申 請 し た 。
発掘調査の 主体者 福島県立耶麻高等学校 （野沢校舎地歴 ク ラ ブ。 顧問 鈴木啓）
発掘担当者 福島県教育委員会社会教育主事 梅 宮 茂
土地所有者 青津 フ ミ
発掘は 7 月 20 日 予察を行 な い ， 22 日 一帯の 平板測量， 7 月 23 日 よ り 発掘に着手 し， 25 日 に終 了 し た 。
こ の 調査の主力を な し た も の は， 前記耶麻高校野沢分校の地歴 ク ラ ブ の生徒諸君であ る が， 地元の西

会津町教育委員会教育長青津勇， 群 岡 中 学校， 東北電力上野尻調査所 （若林所長） の諸氏， な ら びに土
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地所有者青津 フ ミ 氏の 多大の協力があ っ て短時 日 の調査であ っ たが所期の 目 的を逹す る こ と が で き た こ
と を感謝 し た い 。

◇発 掘 状 況

発掘地点は， 約 1 畝歩の 区域であ る が， 出土状況に よ り A • A' • B • C • D • E • F • G • H • X , 
の10に細分 さ れ る 。

第 1 日 平板測量後午後 1 時 よ り A地点 の発掘を
開始， 地表 よ り 45翠の と こ ろ よ り 土器 2 個を発掘 ゜

第 2 日 A' • B • C地点 の 調査を始む。 A'地点 よ

り 咋 日 の A 地点 と 同 一 レ ベ ル よ り 甕棺 1 個 と ， 土器
片を も っ て問 囲 を か こ っ た甕棺の ご と き も の 1 個 を

取 り 上 ぐ 。 前者は耕作の 際上部半分を 削 り 取 ら れた
ため ，垂直に立て て箇い た合せ 口 甕棺の ，蓋は 口 縁部

＇

の み を残 し ， 身の部分は 口 縁部を欠い て い る 。後者は

土器片数個を も っ て 周 囲 を か こ っ た も の で あ り ， 底
の部分に も 蓋の部分に も 土器片は見 ら れ な か っ た発

掘地が狭少で， 東面 と 南面が それぞれ鉄道 と 道路で

あ る ため ， 掘 り 上げた土を出す こ と が不可能であ っ

たか ら ， 止むを得ずA • A' • B を調査 し ， こ れを埋

め て F • C を掘 り ， こ れを埋め て G を掘 る と い う 方

法を と っ た 。 各地点 よ り 土器片 多数 を得て第 2 日 を 終了。

第 3 日 D • G • H地点 の発掘， 同時に X地点 の 調査を行 な う 。 G地点 よ り 土版， D 地点 よ り 土偶を

発見， 午後は 出土品 の整理を行な い全 日 程を終了。
次に F • X 地点 は 多量の 出土 品 を見た が， 特殊の 状況に あ っ た の で こ れにつ い て さ ら に く わ し く 述べ

る こ と と す る 。

E 地点 は 調査に着手す る 以前， 群岡 中学校生徒数名 が砂を採取す る た め道路側か ら掘 り 進めた こ ろ ，
数個 の 土器 が露出 し た た め ， 側面 よ り 横穴式に発掘を行な い ， 大 ・ 小 6 個 の 完型 ， 略完型， 復元可能土

器を得た の で あ る 。 不用意な取 り 扱い を し た た め ， 包含状態 な ど重要な点 が不詳 であ る の は残念 で あ っ

た。

X地点は， 東北電力上野尻調査所が社 屋を建て る ため整地を行 な い ， 約30平方位に わたし て 1 盆程 ブ

ル ト ー ザ ー で地盤を掘 り 下げ た た め， 削 り 取 ら れて押 し上げ られた盛土の表面 よ り 採集 し ， 復元を加え
た も の で あ る 。

本遺跡は A ピ ．ッ ト の 2 個， A' ヒ
゜

ヅ ト の 2 個の甕棺， お よ びそれに類似の も の ， E ヒ
゜

ヅ ト の 6 個の土器
の埋蔵状態， 土器の 間隔， レ ベ ル か ら考え， ま た E ヒ°

ヅ ト 出土の 中 多量の 煤の付着 し た煮沸用 の も の が

認め ら れ る 点 な ど ， E ヒ
°

、ッ ト 中 心に考え た場合住居跡に 附属す る 貯蔵庫 と 考え ら れ る 。 大測 A ・ 同A'型

式 の 土器 も 伴出 し て い る が， 何れ も 小片で あ り 石器が少な い の で， 本遺跡は弥生式初期の も の と し て お

◇遺 物

土器実測図の E 1 は ， E ヒ
°

｀ッ ト よ り 出土 し た 一群の も の で ， 黄褐色を呈 し て い る が ， 下半は黒褐色で

あ り 口 縁に刻み 目 があ る 。 文様は条痕文であ り 口 頸部は条痕がほ と ん ど縦に走 り ， 肩部は斜行， それ以
下はほ ぼ縦に走 っ て い る 。

胎上は良好で焼 き も 固 い 。 丁度 中 間 あ た り か ら水平に 2 つに割れ て い る 。 こ れは輪積み の手法に よ
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る ため偶然割れた も の と 考え ら れ る が， 故意に 2 分 し て甕棺に利用 し た も の と 考え られな い こ と も な い
現にA'か ら は甕棺が 出 土 し て お り ， こ の土器 も 垂直に樅い て あ っ た と いわれて い る か ら ， あ る い は甕棺

• ヽ → ・

であ っ た か も 知れ な い 。
E 2 , 暗褐色を呈 し 薄手であ る 。 胴部の割れ 目 に 接瘤材を塗扶 し て修理 し た痕が明瞭であ る 。

E 3 , 全体が黒味がか か っ て い る が下半はやや 明 る い 色調であ る
胴部に煤が膠着 し て い る 。 材質は極め て不良 で砂を 多量に 含んでい
る 。 焼 き も 悪 く 脆い ， 全体に細かい縄文が施 さ れ て い る 。

E 4 , 全体が暗褐色を呈 し て お り ， 胴部に煤が附瘤 し て い る 。 壺
形であ る が E l , E 2 , E 3 と 異な り 胴部の張 っ た形であ る 。 材質
は不良で焼 き も 悪 く 不整形であ る 。

E 5 , 赤褐色で 口 縁部に 2 本の 帯を有 し 無文であ る 。 材質は砂を
含 ま ず良好であ る 。

E 6 , 上半黒褐色， 下半は 明 る い 色調で黄褐色を呈 し て い る 。 上
半の 片面に 多量に厚 く 煤が膠着 し て い る 。 煮沸に使用 し た こ と が明

障であ る 。 材質 焼 き 共に やや良好 であ る 。 鉢型で斜行条痕文が付
さ れ て い る 。

E 7 , 底部の 破片であ る た め壺か鉢か不明 であ る が， 恐 ら く E 4

に近 く ， 背がそれ よ り や や低い壺型 と 思われ る 。 暗褐色で無文。
E 8 ,  口 縁部のみの破片， 赤褐色で 口 頭部以下に条痕文があ る 。

鉢型で 口 縁部が外反 し て い る 。
A' l ,  こ れはA' ヒ゜ ヅ か ら 出土 し た鹿棺で， 聾型の 土器 2 個の 口 を

合せた も の で あ る 。 耕作の際半分が削除 さ れ て い る が， 合せ 口 の 甕
棺 と 認 め ら れ る 。 蓋の 口 縁 の方が大であ り ， 身の土器 の上半， 蓋の
土器の 口 緑部に 多量 の煤が附齋 し て い る ， 共に条痕文を有 し， 材質

現
国
立
博
物
館
蔵

中
空
の
土
偶

焼 き は蓋の方が良好であ る 。
A 1 ，  口 縁の外反す る 壺型土器 であ る 。 口 頸部以下に斜行縄文が施 さ れ て い る 。 大 き さ の 割合に厚手

で光沢の あ る 黒褐色を呈 し て い る 。 材質， 焼 き共に良好な精製士器 で て る 。
N 2  A ピ ッ ト よ り A l と 並ん で 出土 し た も の で あ る 。 頸部に太い沈線に X 字型の磨消 を行 っ た も の

であ る 。 口 緑部を欠い て い る が， A l 同様の外反 す る 口 縁 を有す る も の と 考え ら れ る 。 全体に A l 同様
の 斜行縄文があ る 。 材質， 焼 き 共に A l 同様の 精製土器であ る 。 こ れ と 同様の縄文に X 字型の磨消を行
っ た も の が， X 地点 よ り 出土 し て い る 。 こ の 手法は現在国立博物館に あ る 。 前記 中空士偶 （写真参照）
に も 見 ら れ る 点特に注意を要す る も の で本遺跡出土品 中 注 目 すべ き も の で あ る 。

X 1 . X 地点 の 損乱 さ れた地点か ら 採集 さ れた も の で斐型 で 口 縁部に沈線に よ る エ字文が施 さ れ て い
る 。 胴部に縄文帯を挟ん で三本の沈線が あ り ， 腰部以下は斜行の縄文であ る 。 口 縁に は施文が な く やや
外反 し て い る 。 黒褐色を呈 し砂を含み， 材質， 焼 き 共に や や不良， 底部を欠い て い る 。

A' 2 A' ピ ッ ト か ら の 出土で， 数個の破片に分れ ，何か を 囲 っ た 様な形に な っ て い た も の を継ぎ合せた
も の であ る 。 口 縁には四 っ の突起があ り ， 口 縁に 2 本の 降帯が沈線を挟ん でつけ ら れ て い る 。 二本の 隆
帯の上表に は線刻が施 さ れ て い る 。 隆帯の下は縄文に磨消が施さ れ沈線に よ る エ字文がみ ら れ る 。 材質
極め て良 く 表褒共に滑沢を帯びた精製土器であ る 。

D l . 深鉢型で 口 縁部に二本づつ の沈線に よ る エ字文的刻文がみ ら れ る 。 底部に も 二本の沈線があ り
底を 欠 く 。 表裏共に黒色を呈 し滑沢を有す る 精製土器であ る 。

◇考 察

縫文晩期土器について
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大澗 A • A'式で 占め ら な て い る 。 大洞 A式は数は少 な い がそれに 比定出来 る も の があ る 。 大淮］ A式 と
呼ぶ よ り は ， む し ろ千網式A 2 類土器 と す る 方が 妥 当 であ る 。 口 頸部は浮線， 隆線工字文 と 深い帯状の

「＇ - --，．一匹n ,9， �午 、＇ i 平行沈線文に よ っ て装飾 さ れ， 体部は斜行縄文か無文であ る 。 器形
は壺， 皿， 椀等が認め ら れ る 。 口 縁は平か小波状で底部は丸底であ
る地文は縄文 ， 撚糸文を有す る か ， 無文で焼成良好の梢製土器 であ
る 。 こ れの粗製土器 と 思われ る 。 千網式 C 1 類土器比定の も の があ
る 。 口 縁に 附帯の あ る 鉢型土器 が大多数を 占 め て い る 。 口 縁は 内 向
す る の が一般であ る が， 外反す る も の も あ る 。 器全面に亘 っ て条痕
が附 さ れ， 多 く は右に 走 る 斜行条痕であ る が綾杉状の も の も 見 ら れ
る 。 尚 口 縁部の付帯に も 条痕を有す る 。

大洞A'式士器は多量に見 ら れ ， 破片か ら 推察すれば鹿型， 鉢型，
皿型等を認め る こ と がで き る 。 こ れは新潟 県 の 鳥屋， あ る い は六 ノ

籾の圧痕のあ る土器底部 瀬遺跡 よ り 出 土す る エ字文の あ る 磨消文土器に比定す る こ と が で き
る 。 さ ら に粗製土器 と し て網 目文土器が多量に 出 土 し て い る が， こ れ ら は 鳥屋遺跡に見 ら れ る 粗製土器
に 比定で き る 。

ま た大洞A'の エ字文の下に条痕文を施 した も の も 出 土 し て い る が， こ の事は こ の 遺跡に於い て 大澗A'
式が縄文の最終様式であ る こ と を示 し て い る 点重要遺品で あ る 。 なお大涸 A 式， 千網式A -2 類土器併行
の も の は新潟県 の 乙茂飯 田遺跡出土の も の の 中に ， 関連あ る も の と 認 め る こ と がで き る 。

弥生式土器について
E ヒ゜ ヅ ト 出土の 一連の 完型土器 は， 北関東の 女方遺跡併行の 弥生初期の も の と 考え ら れ る 。 県 内に こ

の 系統を求めれば， 相 馬市成 田 の 藤堂塚跡出土の数個 の 弥生式士器が あ げ ら れ る 。 こ の遺跡 も 弥生初期
と 縄文晩期の混合遺跡であ る 点 も 興味深い。 こ れ ら の 土器は A ピ ッ ト の二個の 土器 と 考え合わせ る と ，
出土の状態か ら い っ て 全 く 時間的に 同 一 と 見 なければ な ら な い。 A ヒ゜ ヅ ト の A2土器に見 ら れ る 磨消縄
文は， X地点出土の も の に も 同様の も の があ り ， 前記国立博物館保管の 中空土偶に も 見 ら れ る 。 こ れは
北関東の 野沢式に も み ら れ る X字型の 磨消 と 同一の系統 と 考え られ ， 会津に お い て は若松市の南御山 の
I 式を あ げ る こ と がで き る 。 な お 出 土土器 の破片底部に籾の 圧痕の あ る 一片が検出 さ れ た。 こ れ は本遺

跡が稲作を行 な っ た証左で， 特箪す べ き も の の 一つであ る 。 （写真参照）
◇む す び
以上考察 し て き た よ う に上野尻遺跡は ， 縄文晩期の大祠 A 式， 同A'式関東の 千網式の 土器が， 弥生初

期 の 土器 と 共伴 し て 出 土 し し て い る の で， 縄文か ら 弥生への移行の時期に該当 す る も の であ る 。 大澗A'
同 A , 千網式等の 精製土器が上野尻の A 2 に移行 し， 粗製土器 がE l , E 2 , E 3 等へ移行 し た も の と 考
え ら れ， 時間的に は縄文晩期の未端 と ， 弥生初期が共存 し， しし か も ， 稲作を 中 心 と した農耕が行な われ
て い た こ と が明瞭であ る 。

縄文晩期の精製， 粗製土器の 中 に は ， 阿賀川下流の 新潟県鳥屋， 同六ノ 瀬遺跡 と 関連あ る も の も 認め
ら れ る 。 E ピ ッ ト 出土の 土器に代表 さ れ る 北関東女方式土器併行の も の に 見 ら れ る条痕交は ， 大洞A‘式
の 口 縁部以下の条痕文 の 系譜を引 く も の と 思われ， 上野尻の A 2 に見 ら れ る 磨消文は， 南御 山 の 古 式

( I 式） の も の と 関連があ る と 考え る こ と が で き る か ーら ， 大涸A'か ら 弥生への移行， 並びに越後平野 と
会津平野を つ な ぐ阿賀川 の 果 し た役割等 も 理解出来 る の では なかろ う か。 以上は飛躍 した推定があ る か
も 知れ な い が縄文か ら 弥生への移行の問題を と き ほ ごす重要 な鍵であ ろ う 。 上野尻遺跡の時間的位置，
越後 と 会津の 古代文化の 関係， 北関東 と 南奥州 と の 関係等の 問題に つ き 一矢を投ず る も の と し て ， こ の
調査報告の も つ意義は大 き い。 敢て諸先輩の 御指導を仰ぎ欄箪す る も の であ る 。

な お ， 群岡小学校所蔵の 児童採集品 中に南御山 n 式に相当す る 細い沈線をほ ど こ さ れた土器片があ る
の で， こ の附近に ， 本遺跡に つ ぐ南御 山 n 式土器 を 出 土す る 遺跡が存在 し て い る こ と を 附記 し， こ れが
明 に な っ た折， 再び本遺跡の詳細 な報告書を 出す こ と を約束 し て お き た い 。
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